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雑
誌
『
赤
い
鳥
』
に
お
け
る
「
殺
す
」「
殺
さ
れ
る
」
問
題

｜

欧
米
昔
話
再
話
作
品
を
中
心
に
｜

王

玉

要

旨
大
正
七
年（
一
九
一
八
年
八
月
）、
鈴
木
三
重
吉
は「
世
俗
的
な
下
卑
た
子
供
の
読
み
も
の
を
排
除
し
て
、
子
供
の
純
粋
を
保
全
開
発
す
る
た
め
」

の
話
及
び
歌
を
創
作
し
、
世
に
広
め
る
一
大
運
動
を
宣
言
し
、『
赤
い
鳥
』を
発
刊
し
た
。
し
か
し
、
創
作
童
話
、
童
謡
以
外
に
も
、
鈴
木
三
重
吉

の
手
に
よ
る
作
品
を
は
じ
め
と
す
る
、
多
く
の
再
話
作
品
が
『
赤
い
鳥
』
に
お
い
て
重
要
な
位
置
を
占
め
て
い
る
。
特
に
、
第
一
次
世
界
大
戦
中

に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
思
想
、
文
化
が
こ
れ
ま
で
以
上
に
流
入
す
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
に
と
も
な
い
、
欧
米
の
昔
話
の
再
話
が
『
赤
い
鳥
』
に
数
多

く
掲
載
さ
れ
た
。

「
私
は
、
こ
れ
ま
で
世
の
中
に
出
て
い
る
、
多
く
の
お
伽
話
に
対
し
て
、
い
つ
も
少
な
か
ら
ぬ
不
平
を
感
じ
て
い
た
。
た
だ
話
が
話
さ
れ
て
い
る

と
い
う
の
み
で
、
い
ろ
い
ろ
の
意
味
の
下
品
な
も
の
少
な
く
な
い
」
と
当
時
の
児
童
文
学
を
手
厳
し
く
批
判
し
た
三
重
吉
は
、
積
極
的
に
芸
術
性

の
高
い
海
外
の
作
品
を
日
本
の
子
ど
も
た
ち
に
紹
介
し
よ
う
と
し
た
。
し
か
し
、
外
国
昔
話
の
再
話
作
品
が
、
ど
う
い
う
基
準
で
選
ば
れ
た
か
は

ま
だ
明
ら
か
に
な
っ
て
い
な
い
。

と
こ
ろ
で
、
昔
話
は
残
酷
な
場
面
が
多
く
、
子
ど
も
に
向
い
て
い
な
い
と
い
う
説
が
あ
る
が
、
大
正
時
代
の
代
表
的
な
児
童
雑
誌
と
し
て
、『
赤

い
鳥
』
に
お
け
る
昔
話
の
再
話
作
品
に
「
殺
す
」「
殺
さ
れ
る
」
な
ど
「
殺
害
」
も
そ
の
ま
ま
残
っ
て
い
る
こ
と
が
多
い
。「
殺
害
」
が
残
さ
れ
た

理
由
と
し
て
、
昔
話
に
お
け
る
「
殺
す
」「
殺
さ
れ
る
」
と
い
う
モ
チ
ー
フ
が
単
に
残
酷
性
を
表
わ
す
も
の
で
は
な
く
、
独
自
の
意
味
を
持
っ
て
い

る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
本
論
は
『
赤
い
鳥
』
の
欧
米
昔
話
の
再
話
作
品
群
を
中
心
に
、
作
品
中
の
「
食
べ
る
」「
食
べ
ら
れ
る
」「
殺
す
」「
殺
さ

れ
る
」
な
ど
の
場
面
を
取
り
上
げ
な
が
ら
そ
の
特
徴
を
明
ら
か
に
し
、
そ
こ
に
現
れ
た
三
重
吉
を
代
表
と
す
る
『
赤
い
鳥
』
の
編
集
方
針
と
そ
の

意
図
を
検
討
し
た
い
。
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は
じ
め
に

雑
誌
『
赤
い
鳥
』
は
大
正
七
年
（
一
九
一
八
年
八
月
）
に
創
刊
さ
れ
て
か
ら
、

昭
和
十
一
年
（
一
九
三
六
年
八
月
）
鈴
木
三
重
吉
の
死
ま
で
十
八
年
間
続
い
た
。

関
東
大
震
災
に
よ
り
、
一
九
二
三
年
の
十
月
号
、
十
二
月
号
の
休
刊
、
ま
た
一

九
二
九
年
二
月
か
ら
一
九
三
一
年
一
月
ま
で
の
一
時
休
刊
を
除
い
て
、
確
実
に

月
刊
ペ
ー
ス
で
、
通
巻
一
九
六
冊
を
出
し
た
。
大
正
三
年
に
第
一
次
世
界
大
戦

が
勃
発
し
、
戦
時
中
に
日
本
と
外
国
の
交
流
が
盛
ん
に
な
る
と
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

の
思
想
、
文
化
が
こ
れ
ま
で
以
上
に
流
入
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
れ
に
と
も

な
い
外
国
童
話
の
翻
案
も
ぞ
く
ぞ
く
と
出
版
さ
れ
、『
赤
い
鳥
』に
も
欧
米
の
昔

話
の
再
話
が
数
多
く
掲
載
さ
れ
た
。

鈴
木
三
重
吉
は
「
世
俗
的
な
下
卑
た
子
供
の
読
み
も
の
を
排
除
し
て
、
子
供

の
純
粋
を
保
全
開
発
す
る
た
め
」
の
話
・
歌
を
創
作
し
、
世
に
広
め
る
一
大
運

動
を
宣
言
し
、『
赤
い
鳥
』を
発
刊
し
た
が
、
創
作
童
話
、
童
謡
以
外
に
、
鈴
木

三
重
吉
の
手
に
よ
る
作
品
を
は
じ
め
と
す
る
、
多
く
の
再
話
作
品
が『
赤
い
鳥
』

に
お
い
て
重
要
な
位
置
を
占
め
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
、
昔
話
は
残
酷
な
場
面
が

多
く
、
子
ど
も
に
向
い
て
い
な
い
と
い
う
説
が
あ
る
が
、
そ
の
最
も
極
端
な
例
、

第
二
次
世
界
大
戦
後
に
唱
え
ら
れ
た
、
ナ
チ
ス
の
残
酷
な
行
為
は
グ
リ
ム
の
昔

話
か
ら
影
響
を
受
け
て
い
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
日
本
で
は
昔
話
の
残
酷

さ
に
関
す
る
研
究
は
す
で
に
盛
ん
に
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
代
表
者
の
一

人
と
し
て
、
野
村

①

は
『
昔
話
は
残
酷
か
』
で
「
文
芸
学
」、「
民
俗
学
」、「
心

理
学
」
の
三
つ
の
立
場
か
ら
昔
話
の
残
酷
さ
を
詳
し
く
検
討
し
、
昔
話
の
残
酷

さ
は
独
自
の
文
体
を
持
ち
な
が
ら
、
け
っ
し
て
子
ど
も
に
害
を
お
よ
ば
さ
な
い

は
ず
だ
と
強
く
反
論
し
た
。

大
正
時
代
の
代
表
的
な
児
童
雑
誌
と
し
て
、『
赤
い
鳥
』に
お
け
る
昔
話
関
連

作
品
に
「
殺
す
」「
殺
さ
れ
る
」
な
ど
「
殺
人
」
問
題
は
そ
の
ま
ま
残
っ
て
い
る

こ
と
が
多
い
。「
殺
人
」と
い
う
モ
チ
ー
フ
が
残
さ
れ
た
理
由
と
し
て
、
昔
話
に

お
け
る
「
殺
す
」「
殺
さ
れ
る
」
と
い
う
モ
チ
ー
フ
が
単
に
残
酷
性
を
表
わ
す
も

の
で
は
な
く
、
独
自
の
意
味
を
持
っ
て
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
本
論
は『
赤

い
鳥
』の
欧
米
昔
話
作
品
群
を
中
心
に
、
作
品
中
の「
殺
す
」「
殺
さ
れ
る
」「
食

べ
る
」「
食
べ
ら
れ
る
」な
ど
の
場
面
を
取
り
上
げ
な
が
ら
そ
の
特
徴
を
明
ら
か

に
し
、
そ
こ
に
現
れ
た
雑
誌
『
赤
い
鳥
』
の
編
集
方
針
と
意
図
を
検
討
し
た
い
。

一

『
赤
い
鳥
』
の
昔
話
の
再
話
作
品
の
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
に
関
し
て
、
丸
尾
美
保
②

は
鈴
木
三
重
吉
の
童
話
集
な
ど
を
調
べ
た
結
果
、
ロ
シ
ア
昔
話
の
再
話
作
品
が

合
計
十
六
話
と
算
出
し
た
。
本
論
で
は
、
丸
尾
氏
が
検
討
し
た
以
外
の
国
の
昔

話
再
話
作
品
を
抽
出
す
る
た
め
、
主
に
以
下
の
三
つ
の
作
業
を
お
こ
な
っ
た
。

一
、
鈴
木
三
重
吉
関
連
作
品
の
調
査
。
鈴
木
三
重
吉
が
編
集
し
た
『
世
界
童
話

シ
リ
ー
ズ
』（
春
陽
堂

全
十
一
編

一
九
一
六
〜
一
九
二
六
）、『
世
界
童
話
シ

リ
ー
ズ
』（
春
陽
堂

全
六
集

一
九
二
九
）、『
春
陽
堂
少
年
文
庫
』（
春
陽
堂

全
十
五
冊

一
九
三
二
）
な
ど
童
話
集
に
収
録
さ
れ
た
作
品
に
は
国
名
が
書
か

れ
て
い
る
。
ま
た
、『
鈴
木
三
重
吉
童
話
全
集
』（
文
泉
堂
書
院

全
九
冊

別

巻
一
巻

一
九
七
六
）
の
附
言
に
も
、
ど
こ
の
国
の
作
品
で
あ
る
か
が
明
示
さ

れ
て
い
る
。
二
、『
赤
い
鳥
』関
連
作
品
の
調
査
。『
復
刻

赤
い
鳥
の
本
』（
ほ

北
海
道
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科

研
究
論
集

第
十
四
号
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る
ぷ
出
版

全
十
六
冊

別
冊
・
解
説
一
巻

一
九
八
〇
）
は
『
赤
い
鳥
』
の

寄
稿
作
家
小
山
内
薫
、
楠
山
正
雄
、
宇
野
浩
二
、
菊
池
寛
な
ど
の
作
品
を
作
家

ご
と
に
収
録
し
た
も
の
で
各
序
章
に
お
い
て
再
話
原
作
作
品
の
国
名
な
ど
が
記

録
さ
れ
て
い
る
。
坪
田
譲
治
な
ど
が
編
集
し
た『
日
本
児
童
文
学
集
成
』（
小
峰

書
店

全
三
冊

一
九
六
六
）
の
解
説
に
も
作
品
経
緯
に
関
し
て
詳
し
い
説
明

が
あ
る
。
さ
ら
に
、
赤
い
鳥
社
が
編
集
し
た『
学
年
別
赤
い
鳥
』（
小
峰
書
店

全

六
冊

一
九
七
九
〜
一
九
八
〇
）
の
解
説
に
も
国
名
の
記
載
が
あ
る
。
三
、
当

時
投
稿
作
家
の
個
人
集
の
調
査
。
小
山
内
薫
の『
三
つ
の
願
ひ
』（
イ
デ
ア
書
院

一
九
二
五
）
と
楠
山
正
雄
『
か
ぐ
や
姫
』（
金
の
星
社

一
九
四
七
）
に
は
『
赤

い
鳥
』
の
掲
載
作
品
が
収
録
さ
れ
、
そ
の
国
名
が
記
入
さ
れ
て
い
る
。
以
上
の

作
業
で
、
国
名
が
明
記
さ
れ
た
作
品
は
、
総
計
八
一
編
が
抽
出
で
き
た
。
内
訳

は
、
ロ
シ
ア
、
ド
イ
ツ
、
イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
を
は
じ
め
と
し
て
多
岐
に
わ

た
る
（
付
表
『
赤
い
鳥
』
欧
米
昔
話
関
連
作
品
）。
ほ
か
に
国
名
が
書
か
れ
て
い

な
い
外
国
昔
話
の
再
話
作
品
も
存
在
す
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
れ
は
今
後
の

研
究
課
題
と
し
て
検
討
し
つ
づ
け
て
い
き
た
い
。

筆
者
の
調
査
の
結
果
、『
赤
い
鳥
』に
国
名
が
明
記
さ
れ
て
い
る
欧
米
昔
話
関

連
作
品
は
合
計
七
十
六
篇
で
あ
る
。「
食
べ
る
」「
食
べ
ら
れ
る
」「
殺
す
」「
殺

さ
れ
る
」こ
と
が
登
場
し
た
の
は
六
十
八
篇
で
、
相
当
な
頻
度
で
現
れ
て
い
る
。

現
時
点
に
原
話
が
確
定
で
き
る
も
の
は
以
下
の
九
篇
で
あ
る
。

「
正
直
も
の
」（
大
正
七
年
八
月
号
）
は
太
宰
治
の
「
走
れ
メ
ロ
ス
」
の
動
物

版
で
、
ギ
リ
シ
ア
神
話
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
と
ド
イ
ツ
の「
シ
ル
レ
ル
」、
す
な
わ
ち

フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
・
フ
ォ
ン
・
シ
ラ
ー
の
詩
を
も
と
に
創
作
し
た
事
が
明
ら
か
に

さ
れ
て
い
る
。

「
蛙
の
王
女
」（
大
正
七
年
八
月
）は
ロ
シ
ア
の
民
話
で
、
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
・

ア
フ
ァ
ナ
ー
シ
ェ
フ
の
編
纂
し
た
ロ
シ
ア
民
話
集
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
他
の

国
に
も
類
似
し
た
民
話
が
残
っ
て
い
る
。

「
三
匹
の
小
豚
」（
大
正
七
年
十
二
月
号
）
は
ヤ
ー
コ
プ
・
グ
リ
ム
と
ヴ
ィ
ル

ヘ
ル
ム
・
グ
リ
ム
に
よ
る
童
話
集
『
グ
リ
ム
童
話
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
『
狼

と
七
匹
の
子
山
羊
』
と
幾
つ
か
の
共
通
点
を
持
っ
て
い
る
。

「
山
羊
の
耳
」（
大
正
十
五
年
二
月
号
）
は
ギ
リ
シ
ア
神
話
の
一
部
で
、
寓
話

と
し
て
独
立
し
て
も
語
ら
れ
る
『
王
様
の
耳
は
ロ
バ
の
耳
』
の
再
話
で
あ
る
。

「
白
い
鳥
の
話
」（
大
正
八
年
五
、
六
、
七
月
号
）
は
、
巌
谷
小
波
訳
の
グ
リ

ム
童
話
「
七
羽
烏
」（『
幼
年
雑
誌
』
明
治
二
十
四
年
九
月
〜
十
一
月
に
収
録
）

に
類
似
す
る
話
で
あ
る
。

ま
た
、
松
居
直
の
調
査
に
よ
る
と
、

「
お
な
か
の
皮
」（
大
正
十
一
年
九
月
号
）
の
原
型
は
北
欧
の
昔
話
の
「
大
ぐ

い
の
猫
」（K

.
D
.
W
IG
G
IN
&
N
.
A
.
S
M
IT
H

編“
T
a
les o
f L
a
u
g
h
ter”

の

中
にG

reed
y C
a
t

と
し
て
収
録
さ
れ
る
）
が
、
三
重
吉
の
「
お
な
か
の
皮
」
と

全
く
同
じ
も
の
は
、
ス
ト
ー
リ
ー
・
テ
リ
ン
グ
の
研
究
家S

.
C
.

ブ
ラ
イ
ア
ン
ト

（S
.
C
.
B
R
Y
A
N
T

）
の“

H
o
w
 
to T
ell S
to
ries to C

h
ild
ren
”

の
中
に
「
猫

と
オ
ウ
ム
」
と
い
う
題
で
収
録
さ
れ
て
い
る
③

。

渡
辺
茂
男
の
調
査
に
よ
る
と
、

「
大
い
た
ち
」（
大
正
七
年
六
月
号
）
は
、K

a
th
erin
e B
.
Ja
co
b
so
n

と
い
う

婦
人
が
編
集
し
たM

y
th
s a
n
d
 
L
eg
en
d
s o
f B
ritish

 
N
o
rth
 
A
m
erica

（A
.

C
.
M
cclu
n
g
 
C
o
.
C
h
ica
g
o

）
の
第
一
四
二
頁W

o
lv
eren
e a
n
d
 
th
e G
eese

（
東
部
エ
ス
キ
モ
ー
人
の
昔
話
）
を
再
話
し
た
も
の
で
あ
る
。

王

雑
誌
『
赤
い
鳥
』
に
お
け
る
「
殺
す
」「
殺
さ
れ
る
」
問
題

― ―85



「
星
の
予
言
」（
大
正
八
年
二
、
三
、
四
月
号
）は
、A

n
n
e M
a
cd
o
n
ell

・Ita
lia
n

 
F
a
iry
 
T
a
les.
T
.
F
ish
er U

n
w
in
,
L
o
n
d
o
n

の
中
のW

h
a
t th
e sta

rs fo
re-

to
ld
.

と
い
う
名
ま
え
で
で
て
い
る
イ
タ
リ
ヤ
の
タ
ス
カ
ニ
ー
地
方
の
昔
話
を

再
話
し
た
も
の
で
あ
る
④

。

ま
た
、
丸
尾
美
保
の
調
査
に
よ
る
と
、

「
雪
娘
」（
大
正
八
年
一
月
号
）
が
ロ
シ
ア
昔
話
と
な
っ
て
い
る
が
、
ラ
ン
グ

のT
h
e
 
Y
ello
w
 
F
a
iry
 
B
o
o
k

に
あ
る“

T
h
e
 
S
n
o
w
-d
a
u
g
h
ter a

n
d
 
F
ire-

so
n
”

と
同
じ
話
で
登
場
す
る
。⑤

『
赤
い
鳥
』に
お
け
る
昔
話
の
再
話
作
品
を
研
究
対
象
と
す
る
場
合
、
研
究
上

の
難
点
に
つ
い
て
、
渡
辺
茂
男
は
主
に
二
つ
の
大
き
な
問
題
が
あ
る
と
指
摘
し

て
い
る
⑥

。
第
一
に
、
作
者
が
確
定
で
き
な
い
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。『
赤
い
鳥
』

に
寄
稿
し
た
作
者
の
中
、
芥
川
龍
之
介
、
久
米
正
雄
、
菊
池
寛
、
宇
野
浩
二
な

ど
当
時
文
壇
で
活
躍
し
て
い
た
作
家
が
い
る
一
方
、
丹
野
て
い
子
、
小
野
浩
、

樋
口
や
す
子
な
ど
『
赤
い
鳥
』
の
編
集
者
も
い
る
。
編
集
上
の
便
宜
、
経
済
的

理
由
な
ど
で
、
鈴
木
三
重
吉
が
他
人
の
名
を
か
り
て
発
表
し
た
作
品
も
多
数
あ

る
。
ま
た
、『
鈴
木
三
重
吉
童
話
全
集
』、『
鈴
木
三
重
吉
全
集
』な
ど
全
集
に
収

録
さ
れ
て
い
る
作
品
は
全
て
が
鈴
木
三
重
吉
の
作
品
で
あ
る
と
は
断
言
で
き
な

い
こ
と
は
桑
原
三
郎
⑦

の
調
査
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。
桑
原
氏
は

掲
載
時
の
作
家
が
誰
か
を
判
別
す
る
こ
と
が
不
可
能
に
近
い
こ
と
を
指
摘
し
て

い
る
。

も
う
一
つ
の
問
題
点
は
、『
赤
い
鳥
』に
掲
載
さ
れ
た
数
多
く
の
外
国
昔
話
な

ど
の
再
話
作
品
は
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
再
話
し
た
も
の
の
典
拠
、
原
作
な
ど
を

明
示
し
て
い
な
い
。『
赤
い
鳥
』の
目
録
に
原
話
を
示
さ
れ
た
の
は
僅
か
数
編
し

か
い
な
い
。
ま
た
、『
赤
い
鳥
』
に
お
け
る
昔
話
の
再
話
方
式
も
様
々
で
あ
る
。

大
正
十
三
年
二
月
第
十
二
巻
第
二
号
に
掲
載
さ
れ
た
『
正
直
も
の
』
は
グ
リ
ム

童
話
の
話
を
潤
色
し
た
作
品
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
大
正
八
年
二
月
第
二

巻
第
二
号
に
掲
載
さ
れ
た
『
平
気
な
平
左
』
は
日
本
人
を
主
人
公
と
し
て
い
る

が
、
こ
れ
は
作
者
の
小
山
内
薫
が
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
昔
話
を
日
本
風
に
書
き
換

え
た
作
品
で
あ
る
。
ど
の
よ
う
に
再
話
す
る
か
、
あ
る
い
は
原
作
に
対
す
る
ア

レ
ン
ジ
度
合
は
作
者
に
よ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
異
な
っ
て
い
る
。

そ
の
た
め
、
本
論
で
は
昔
話
の
再
話
作
品
を
坪
田
譲
治
、
小
川
未
明
な
ど
の

創
作
童
話
と
は
異
な
る
も
の
の
、
一
つ
の
作
品
群
と
し
て
捉
え
、
そ
の
中
に
現

れ
た
「
殺
す
」「
殺
さ
れ
る
」
問
題
を
「
食
べ
ら
れ
た
も
の
」「
殺
さ
れ
た
も
の
」

と
「
食
べ
ら
れ
な
い
主
人
公
、
殺
さ
れ
な
い
主
人
公
」
の
三
つ
に
分
け
て
、
物

語
中
の
殺
害
を
検
討
す
る
。

二

『
赤
い
鳥
』
の
欧
米
昔
話
の
再
話
作
品
に
は
、「
食
べ
る
」「
食
べ
ら
れ
る
」
と

い
う
関
係
が
多
数
見
ら
れ
る
。
こ
の
関
係
に
つ
い
て
、
小
澤
俊
夫
は
『
昔
話
が

語
る
子
ど
も
の
姿
』
に
お
い
て
以
下
の
三
つ
に
分
類
し
て
い
る
。
第
一
、
動
物

同
士
（
人
間
と
動
物
）
の
命
を
め
ぐ
る
物
語
。
第
二
、
人
間
が
自
然
の
世
界
を

侵
略
し
て
い
る
物
語
。
第
三
、
究
極
の
仇
討
ち
の
物
語
（
相
手
を
食
う
、
あ
る

い
は
相
手
に
そ
の
肉
親
を
食
わ
せ
る
）⑧
。
し
か
し
、
昔
話
の
中
の
動
物
が
動
物

と
し
て
見
え
る
か
ど
う
か
は
問
題
と
し
て
残
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、

村
瀬
学
⑨

は
、
子
ど
も
向
け
の
絵
本
に
出
て
き
た
動
物
た
ち
は
動
物
と
人
間
両
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方
の
性
格
を
持
っ
て
い
る
「
架
空
の
動
物
」
で
、「
動
物
」
と
「
人
間
」
と
の
間

を
つ
な
ぐ
「
中
間
も
の
」
で
あ
る
と
指
摘
し
た
。
と
こ
ろ
で
、『
赤
い
鳥
』
関
係

作
品
に
登
場
す
る
そ
れ
ら
の
も
の
た
ち
は
、「
現
実
の
も
の
」に
近
い
存
在
も
あ

る
一
方
、
全
く
現
実
性
の
な
い
存
在
も
た
く
さ
ん
あ
る
。
登
場
す
る
人
間
を
除

い
た
動
物
た
ち
は
自
然
世
界
の
動
物
に
近
い
も
の
、
喋
っ
た
り
笑
っ
た
り
人
間

に
近
い
も
の
、
魔
力
を
持
っ
て
い
る
超
自
然
的
な
存
在
な
ど
様
々
な
形
と
し
て

現
れ
て
い
る
。
以
後
、
本
論
は
食
べ
ら
れ
る
自
然
界
の
動
物
、
食
べ
ら
れ
た
擬

人
化
さ
れ
た
者
、
超
自
然
者
の
食
べ
物
と
三
つ
に
分
け
て
物
語
中
に
食
べ
ら
れ

た
も
の
を
検
討
す
る
。

Ⅰ

食
べ
ら
れ
る
自
然
界
の
動
物

表

の
統
計
が
示
す
と
お
り
、
人
間
の
よ
う
に
喋
り
、
考
え
る「
中
間
動
物
」

以
外
に
、
人
間
性
の
な
い
現
実
性
を
も
っ
た
動
物
（
A
）
は
作
品
中
に
多
数
存

在
し
て
い
る
。
し
か
も
、
そ
の
多
く
は
「
食
べ
ら
れ
る
」
側
に
立
っ
て
い
る
。

「
食
べ
る
」側
は
人
間
や
、
人
間
性
を
持
っ
て
い
る
動
物
な
ど
で
、
自
然
界
の
動

物
と
異
な
る
特
性
を
持
つ
こ
と
に
対
し
て
、「
食
べ
ら
れ
る
」側
は
自
然
界
の
動

物
、
す
な
わ
ち
人
間
性
の
な
い
「
食
べ
物
」
に
カ
テ
ゴ
ラ
イ
ズ
さ
れ
る
。

ま
ず
、
A
１
の
「
焼
肉
」「
魚
の
切
れ
」「
豚
の
肉
」「
魚
の
腸
」
は
、
そ
の
も

の
が
登
場
せ
ず
直
接
「
食
べ
物
」
の
状
態
で
現
れ
る
。「
食
べ
る
」
こ
と
の
出
発

は
「
姿
を
し
て
い
る
も
の
」
が
切
り
刻
ま
れ
、
解
体
さ
れ
、
そ
の
「
姿
」
を
失

う
過
程
に
あ
る
。
そ
し
て
、
現
代
人
は
「
姿
を
失
っ
た
も
の
」
を
食
べ
る
と
き
、

そ
こ
に
存
在
し
た
「
命
」
を
感
じ
取
ら
ず
、
美
味
し
く
食
べ
ら
れ
る
と
村
瀬
学

が
論
じ
た
⑩

よ
う
に
、
物
語
中
の「
焼
肉
」「
魚
の
切
れ
」「
豚
の
肉
」「
魚
の
腸
」

は
そ
の
前
身
と
し
て
の
豚
や
魚
に
関
す
る
描
写
は
一
切
せ
ず
、
一
つ
の
名
詞
で

「
食
べ
物
」
と
い
う
立
場
に
置
か
れ
て
、「
生
き
も
の
」
の
姿
を
喪
失
し
て
い
る
。

そ
れ
こ
そ
が
鸚
鵡
や
、
大
熊
に
「
美
味
し
く
」
食
べ
ら
れ
る
こ
と
の
大
き
な
前

提
に
な
っ
て
い
る
と
も
い
え
る
。
ま
た
、
A
２
の
鶏
を
狐
が
食
べ
る
、
羊
を
狼

が
食
べ
る
、
蠅
を
蜘
蛛
が
食
べ
る
、
水
牛
を
獅
子
が
食
べ
る
な
ど
に
お
い
て
は
、

「
鶏
」「
羊
」「
蠅
」「
水
牛
」
が
「
獲
物
」
か
ら
「
食
べ
物
」
へ
の
プ
ロ
セ
ス
を

経
た
。
自
然
世
界
の
獲
物
と
た
ち
に
お
い
て
は
自
分
の
「
命
」
を
守
る
逃
走
が

省
略
さ
れ
て
い
る
。
彼
ら
を
食
べ
る
狐
、
狼
な
ど
は
喋
っ
た
り
魔
法
を
持
っ
た

り
、
自
然
界
の
動
物
以
上
に
「
命
」
を
感
じ
さ
せ
る
が
、「
獲
物
」
た
ち
は
た
だ

捕
ま
え
ら
れ
る
存
在
、
食
べ
ら
れ
る
存
在
で
あ
る
た
め
、「
命
」と
し
て
の
存
在

が
非
常
に
薄
く
な
っ
て
い
る
。

最
後
に
、
A
３
の
「
蜂
の
子
」「
羊
」「
鶏
」「
鼠
」
な
ど
の
食
べ
物
は
、
結
果

的
に
食
べ
ら
れ
る
運
命
か
ら
逃
れ
え
た
。『
大
い
た
ち
』
の
「
蜂
の
子
」
と
『
悪

狐
』
の
「
物
置
小
屋
の
中
に
あ
る
鼠
」
は
物
語
の
中
で
実
際
に
は
存
在
せ
ず
、

そ
れ
ぞ
れ
い
た
ち
、
狐
が
鴨
、
猫
を
騙
す
た
め
の
「
言
葉
」
と
し
て
の
誘
惑
で

あ
る
。『
鳥
の
言
葉
獣
の
言
葉
』
の
羊
と
『
鷲
と
亀
と
禿
頭
』
の
仔
犬
は
番
犬
と

狼
、
鷲
親
子
が
狙
お
う
と
す
る
獲
物
で
あ
り
、『
雪
だ
る
ま
』の
鶏
は
、
狐
の
お

爺
さ
ん
と
お
婆
さ
ん
に
対
す
る
要
求
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
れ
ら
は
、
い
ず
れ
も

食
べ
物
に
あ
り
つ
く
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
物
語
で
食
べ
ら
れ
な
か
っ
た
彼

ら
を
め
ぐ
る
、
食
べ
る
、
食
べ
ら
れ
る
関
係
は
、
行
動
で
は
な
く
、
す
べ
て「
会

話
」
で
為
さ
れ
て
お
り
、「
言
葉
」
レ
ベ
ル
で
表
れ
て
い
る
。
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Ⅱ

食
べ
ら
れ
た
擬
人
化
さ
れ
た
者

表

の
B
が
示
す
と
お
り
、
食
べ
ら
れ
た
擬
人
化
さ
れ
た
者
が
物
語
中
に
も

多
く
見
ら
れ
る
。
大
い
た
ち
が
鴨
を
食
べ
る
、
狼
が
兎
を
食
べ
る
、
狼
が
子
豚

を
食
べ
る
、
狐
が
鶏
を
食
べ
る
、
自
然
世
界
に
あ
る
食
物
連
鎖
が
物
語
中
に
如

実
に
反
映
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、『
兎
と
針
鼠
」の
針
鼠
が
兎
を
う
ま
そ
う
な

ご
馳
走
だ
と
思
う
、『
黒
い
小
鳥
』の
蟻
が
象
の
耳
を
嚙
み
だ
す
、『
雪
だ
る
ま
』

の
雪
だ
る
ま
が
狼
や
熊
に
食
べ
ら
れ
る
こ
と
を
心
配
し
て
い
る
な
ど
、
現
実
の

食
物
連
鎖
に
そ
ぐ
わ
な
い
も
の
も
多
数
存
在
し
て
い
る
。
物
語
中
に
語
ら
れ
て

い
る
「
食
べ
る
、
食
べ
ら
れ
る
」
関
係
は
自
然
世
界
の
厳
し
さ
の
反
映
だ
と
言

わ
れ
て
き
た
が
、
そ
の
あ
り
方
は
自
然
規
則
に
従
う
も
の
が
あ
る
一
方
、
捕
食

関
係
を
逆
転
さ
せ
よ
う
と
す
る
傾
向
も
見
受
け
ら
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、
昔
話
の
な
か
で
、
人
間
と
動
物
は
食
べ
る
食
べ
ら
れ
る
存
在
で

あ
う
。
人
間
も
食
の
循
環
の
要
素
の
一
つ
だ
と
い
う
こ
と
は
数
多
く
強
調
さ
れ

て
き
た
が
、
擬
人
化
さ
れ
た
「
も
の
」
の
食
べ
る
、
食
べ
ら
れ
る
関
係
に
お
い

て
、
人
間
が
彼
ら
を
食
べ
た
例
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
。『
大
い
た
ち
』に
出

て
く
る
擬
人
化
さ
れ
た
鴨
を
食
べ
た
土
人
は
唯
一
の
例
外
で
あ
る
。「
土
人
は

早
速
鍋
の
蓋
を
開
け
て
、
煮
え
か
け
た
鴨
を
、
一
匹
も
残
さ
ず
、
が
つ
が
つ
食

べ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
あ
と
の
骨
を
、
す
つ
か
り
鍋
の
中
へ
入
れ
と

い
て
、
さ
つ
さ
と
帰
つ
て
行
き
ま
し
た
」
。
し
か
し
、
大
い
た
ち
は
踊
っ
て

い
る
鴨
た
ち
を
捕
ま
え
て
煮
た
の
に
対
し
、
土
人
は
直
接
擬
人
化
さ
れ
た
鴨
に

相
対
し
て
い
な
い
。
彼
が
食
べ
た
の
は
す
で
に
「
食
べ
物
」
に
な
っ
て
い
る
鴨

で
あ
る
。
人
間
が
食
べ
る
ど
こ
ろ
か
、
擬
人
化
さ
れ
た
「
も
の
」
に
よ
っ
て
食

べ
ら
れ
る
危
機
が
『
ガ
ラ
ス
の
山
』『
骸
骨
島
』
で
は
見
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、

人
間
は
擬
人
化
さ
れ
た
「
も
の
」
を
食
べ
な
い
。
擬
人
化
さ
れ
た
「
も
の
」
は

生
き
姿
を
持
つ
命
と
し
て
の
存
在
で
、
物
語
の
な
か
で
人
間
の
食
べ
物
で
は
な

い
と
規
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

Ⅲ

超
自
然
者
の
食
べ
物

表

の
C
が
示
す
よ
う
に
、
魔
法
を
持
つ
カ
マ
ス
、
何
千
人
も
食
べ
ら
れ
る

猫
、
人
を
食
う
鬼
な
ど
、
物
語
に
出
て
く
る
生
き
物
た
ち
は
、
自
然
世
界
の
動

物
、
人
間
に
近
い
も
の
が
い
る
一
方
、
こ
の
よ
う
な
自
然
世
界
に
あ
り
え
な
い

超
自
然
的
な
も
の
も
ま
た
多
数
存
在
し
て
い
る
。

『
ぶ
く
ぶ
く
長
々
火
の
目
小
僧
』の
ぶ
く
ぶ
く
は
何
千
人
の
兵
士
と
馬
を
一
気

に
飲
み
込
ん
で
、
ま
た
お
腹
か
ら
吐
き
出
し
た
。『
欲
張
り
猫
』
の
猫
は
牝
牛
・

栗
鼠
・
百
姓
・
鼬
・
狐
・
兎
・
小
熊
・
大
熊
・
お
嫁
さ
ん
の
行
列
・
お
月
さ
ま
・

お
日
さ
ま
を
食
べ
尽
く
し
、お
腹
の
皮
が
破
れ
て
み
な
が
中
か
ら
逃
げ
出
し
た
。

『
お
な
か
の
皮
』
の
猫
は
鸚
鵡
・
お
婆
さ
ん
・
驢
馬
・
馬
方
・
王
さ
ま
・
王
妃
・

兵
隊
・
象
・
蟹
を
す
っ
か
り
呑
ん
で
し
ま
い
、
最
後
に
や
は
り
お
腹
に
穴
が
開

き
食
べ
物
た
ち
に
逃
げ
ら
れ
た
。
ぶ
く
ぶ
く
、
猫
二
匹
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
物

語
に
属
し
て
い
る
が
、
何
百
人
の
行
列
、
何
十
匹
の
象
な
ど
を
ペ
ロ
リ
と
食
べ

て
ま
た
生
き
た
ま
ま
逃
が
し
た
こ
と
は
同
じ
く
、
そ
の
食
べ
る
行
為
は
あ
る
意

味
で
儀
礼
化
さ
れ
て
い
る
。
人
間
は
古
く
か
ら
供
犠
に
お
い
て
も
の
を
神
に
捧

げ
る
行
為
な
ど
に
は
経
済
的
な
見
返
り
を
期
待
し
て
お
り
、
食
べ
物
を
神
に
捧

げ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
神
か
ら
食
べ
物
を
得
よ
う
と
す
る
。
物
語
の
ぶ
く
ぶ

く
、
猫
は
「
も
の
」
を
食
べ
物
と
し
て
食
い
、
ま
た
そ
の
食
い
物
を
「
も
の
」

に
返
す
、
ま
さ
し
く
も
の
の
命
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
る
神
の
名
残
と
思
わ
れ
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る
。
神
に
食
わ
れ
た
も
の
は
、
死
ん
だ
こ
と
な
く
、
そ
の
ま
ま
元
に
戻
る
。
神

の
食
べ
物
は
「
い
の
ち
」
と
関
わ
っ
て
い
な
い
と
理
解
で
き
よ
う
。

ま
と
め

人
間
は
自
然
界
の
動
物
を
食
べ
る
、
超
自
然
な
も
の
は
人
間
を
食
べ
る
。
そ

れ
以
外
の
「
食
べ
る
、
食
べ
ら
れ
る
」
関
係
に
お
い
て
、
人
間
は
関
与
し
て
い

な
い
。
動
物
は
「
自
然
界
」「
人
間
界
」「
超
自
然
界
」
で
、
食
べ
た
り
、
食
べ

ら
れ
た
り
、
物
語
の
食
べ
る
食
べ
ら
れ
る
関
係
を
築
い
て
い
る
。
食
べ
ら
れ
た

も
の
の
そ
の
多
く
は
、「
生
き
も
の
」の
姿
を
失
っ
て
い
る
も
の
、
逃
走
し
な
い

も
の
で
あ
る
。「
食
材
」
と
し
て
扱
わ
れ
た
も
の
は
「
命
」
を
喚
起
し
て
い
な
い
。

と
こ
ろ
で
、
猫
が
魚
の
腸
を
食
べ
る
際
、
ぶ
く
ぶ
く
が
千
人
の
兵
士
を
丸
呑
み

す
る
際
、
ま
た
針
鼠
が
兎
を
自
分
の
巣
に
運
ん
で
い
く
際
、
三
つ
の「
食
べ
る
、

食
べ
ら
れ
る
」
場
面
は
い
ず
れ
も
血
が
流
れ
て
い
な
い
。
血
が
流
れ
て
い
な
い

こ
と
に
関
し
て
、
殺
し
た
と
い
う
言
葉
の
中
身
が
抜
か
れ
て
い
る
昔
話
の
語
り

口
は
非
写
実
的
で
あ
る
と
小
澤
俊
夫

が
す
で
に
指
摘
し
た
が
、
血
が
流
れ
て

い
な
い
と
は
、「
殺
す
」
こ
と
を
非
写
実
的
に
す
る
一
方
、「
い
の
ち
」
で
は
な

く
、「
食
材
」で
あ
る
こ
と
を
暗
示
し
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
一
つ
例
を

挙
げ
て
み
る
と
、『
が
ら
す
の
山
』の
中
に
は
、
主
人
公
は
山
に
住
ん
で
い
る
鷹

の
足
を
切
っ
て
、
そ
の
血
で
死
ん
だ
人
た
ち
を
生
き
返
さ
せ
た
と
い
う
話
が
あ

る
。
血
は
命
の
象
徴
で
、
血
が
な
い
と
い
う
こ
と
は
命
で
は
な
い
と
解
釈
す
れ

ば
、
物
語
中
の
食
べ
る
、
食
べ
ら
れ
る
関
係
は
つ
ね
に
命
の
不
在
と
い
う
背
景

で
行
わ
れ
て
い
る
と
い
え
る
。

三

「
食
べ
る
、
食
べ
ら
れ
る
」関
係
に
お
て
、
食
べ
る
側
は
食
べ
る
目
的
で
殺
す
、

食
べ
ら
れ
る
側
は
食
べ
物
と
し
て
殺
さ
れ
る
、
両
者
の
間
に
食
欲
と
い
う
本
能

が
働
い
て
い
る
と
言
え
る
。
し
か
し
、
食
べ
る
と
い
う
本
能
か
ら
離
れ
て
、「
殺

す
」「
殺
さ
れ
る
」こ
と
は
ど
う
理
解
す
れ
ば
い
い
の
か
。
昔
話
に
お
け
る
殺
害

問
題
に
関
し
て
、
こ
れ
ま
で
多
く
の
研
究
者
は
「
残
酷
」
で
あ
る
か
ど
う
か
に

重
点
を
置
い
て
論
じ
て
き
た
が
、
本
論
は
「
殺
す
」「
殺
さ
れ
る
」
か
ら
現
れ
る

動
物
、
超
自
然
者
と
人
間
の
関
係
性
を
検
討
し
た
い
。

Ⅰ

殺
さ
れ
た
動
物

表

の
A
は
殺
さ
れ
た
動
物
の
集
計
で
あ
り
、
合
計
十
一
で
あ
る
。「
動
物
に

殺
さ
れ
た
」「
人
間
に
殺
さ
れ
た
」の
二
種
類
に
分
け
ら
れ
る
。
動
物
同
士
の「
殺

し
合
い
」関
係
に
関
わ
る
動
物
は
全
部
自
然
世
界
に
近
い
も
の
で
は
な
く
、喋
っ

た
り
踊
っ
た
り
す
る
擬
人
化
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
う
い
う
擬
人
化
さ
れ
た

動
物
の
殺
し
合
い
は
、
大
き
く
、
強
い
も
の
が
弱
い
も
の
を
殺
す
パ
タ
ー
ン
と

弱
い
も
の
が
強
い
も
の
を
殺
す
パ
タ
ー
ン
に
分
け
ら
れ
る
。『
蟻
と
驢
馬
』の
蟻

は
ほ
か
の
虫
を
見
つ
け
る
と
、
す
ぐ
に
嚙
み
殺
す
。
蜘
蛛
に
さ
え
手
を
出
す
蟻

は
大
変
気
が
強
い
と
物
語
中
で
強
調
さ
れ
て
い
る
。
強
い
蟻
は
強
い
か
ら
ほ
か

の
虫
を
気
軽
に
殺
し
、
ま
た
自
分
の
強
さ
を
み
せ
つ
け
る
た
め
に
も
虫
を
殺
そ

う
と
す
る
。『
悪
狐
』の
狐
は
ほ
か
の
動
物
を
散
々
食
べ
て
、
最
後
に
と
う
と
う

ラ
イ
オ
ン
の
王
様
に
殺
さ
れ
た
。
狐
は
食
う
本
能
に
応
じ
て
ほ
か
の
動
物
を
殺

し
た
と
言
え
る
が
、
そ
れ
に
対
し
て
、「
い
い
か
、
だ
れ
も
ず
る
い
こ
と
を
し
た
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り
、
お
れ
を
ば
か
に
し
た
り
す
る
と
、
こ
の
と
ほ
り
だ
ぞ
」
と
威
張
っ
た
ラ
イ

オ
ン
の
王
様
は
自
分
の
権
威
に
服
従
さ
せ
る
た
め
に
狐
を
殺
し
た
。『
あ
ひ
る
』

の
狐
は
鶏
小
屋
に
侵
入
し
て
、
そ
こ
に
い
る
七
面
鳥
と
鶏
を
瞬
く
間
に
一
匹
も

残
さ
ず
引
き
裂
い
て
し
ま
っ
た
。
蟻
に
嚙
み
殺
さ
れ
た
ほ
か
の
虫
、
ラ
イ
オ
ン

の
王
様
に
殺
さ
れ
た
狐
は
相
手
の
強
さ
の
犠
牲
者
で
あ
る
と
言
え
る
が
、
引
き

裂
か
れ
た
七
面
鳥
と
鶏
は
、
鶏
小
屋
に
突
然
侵
入
し
て
き
た
狐
に
よ
っ
て
理
由

な
く
殺
さ
れ
た
。
強
い
動
物
が
弱
い
動
物
に
殺
さ
れ
た
話
は
昔
話
に
よ
く
登
場

す
る
話
で
あ
り
、
こ
れ
ら
は
知
略
の
み
強
い
者
な
ど
に
対
抗
で
き
る
弱
い
人
へ

の
慰
め
で
あ
る
と
、
社
会
風
刺
で
あ
る
と
読
み
取
ら
れ
て
き
た

が
、
こ
こ
で

は
強
い
動
物
が
弱
い
動
物
に
殺
さ
れ
た
理
由
に
注
目
し
た
い
。『
三
匹
の
子
豚
』

の
狼
は
二
匹
の
子
豚
を
殺
し
た
後
に
、
三
匹
目
の
子
豚
に
殺
さ
れ
た
。『
金
の

毬
』
の
熊
と
蛇
は
「
大
変
な
悪
者
」
と
し
て
、
獅
子
と
猫
に
殺
さ
れ
た
。
弱
者

の
反
撃
に
あ
っ
て
の
死
に
は
理
由
が
明
確
に
作
ら
れ
て
い
る
。
言
い
換
え
れ

ば
、
強
い
も
の
が
弱
い
も
の
を
殺
す
と
き
に
は
理
由
を
必
要
と
し
な
い
。
強
い

も
の
が
絶
対
的
な
権
力
の
持
ち
主
と
し
て
、
弱
い
も
の
の
命
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

で
き
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
強
い
も
の
が
殺
さ
れ
る
場
合
は
必
ず
理
由
付
け
が

な
さ
れ
る
。
理
由
が
な
け
れ
ば
弱
い
も
の
は
逆
襲
で
き
な
い
と
も
言
え
る
。

人
間
に
と
っ
て
、
動
物
は
食
料
、
衣
料
で
あ
り
、
狩
猟
際
の
使
役
物
で
あ
り
、

家
畜
化
さ
れ
た
物
質
的
な
存
在
で
あ
る
一
方
、
恐
怖
や
敬
意
の
対
象
と
し
て
、

精
神
的
に
も
影
響
を
受
け
て
い
る

。
と
こ
ろ
で
、
物
語
の
中
で
、
人
間
に
殺
さ

れ
た
動
物
た
ち
は
物
質
的
な
存
在
で
あ
る
こ
と
が
多
い
。『
大
法
螺
』の
男
は
獣

を
殺
し
て
、
そ
の
皮
を
袋
に
拵
え
る
。『
か
じ
り
大
王
』の
お
爺
さ
ん
は
鶏
を
殺

し
て
、
そ
の
頭
か
ら
宝
石
を
得
た
。『
が
ら
す
の
山
』の
若
者
は
野
猫
を
捕
へ
て
、

捕
ま
え
る
や
い
な
や
そ
の
爪
を
剥
し
た
。『
ボ
ビ
ノ
が
王
様
に
な
っ
た
話
』の
召

使
は
犬
を
殺
し
て
、
そ
の
心
臓
を
手
に
入
れ
た
。
こ
う
い
う
動
物
た
ち
は
皮
、

宝
石
、
爪
、
心
臓
が
必
要
と
さ
れ
、
人
間
の
物
質
的
な
要
求
の
た
め
に
殺
さ
れ

た
。
こ
う
い
う
物
質
的
な
存
在
と
し
て
の
動
物
は
食
べ
物
と
し
て
の
動
物
と
同

じ
よ
う
に
、
擬
人
化
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、『
鳥
の
言
葉
獣
の
言
葉
』の
番
犬

た
ち
は
主
人
を
裏
切
っ
た
罪
で
羊
飼
に
殺
さ
れ
た
。『
や
ん
ち
ん
猿
』の
虎
は
羊

を
食
べ
た
嫌
疑
を
か
け
ら
れ
、
羊
飼
に
殺
さ
れ
た
。
番
犬
は
家
畜
化
さ
れ
た
動

物
で
、
虎
は
野
生
の
動
物
で
あ
る
が
、
ど
ち
ら
も
人
間
が
食
料
・
衣
料
と
す
る

羊
を
独
占
し
よ
う
と
し
た
た
め
、
人
間
に
よ
っ
て
殺
さ
れ
た
。
動
物
と
人
間
の

物
質
的
な
関
係
は
一
方
向
で
、
人
間
は
支
配
者
と
し
て
君
臨
し
、
そ
の
立
場
は

侵
す
べ
か
ら
ざ
る
も
の
と
定
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
虎
は
猿
と
相
談
し
た
り
、

喋
っ
た
り
す
る
が
、
羊
飼
の
前
で
は
た
だ
の
虎
に
な
り
、
擬
人
化
さ
れ
て
い
な

い
。『
鳥
の
言
葉
獣
の
言
葉
』の
羊
飼
は
番
犬
た
ち
の
言
葉
が
わ
か
っ
て
も
、
決

し
て
直
接
会
話
す
る
こ
と
は
し
な
い
。
物
語
の
中
、
動
物
た
ち
は
擬
人
化
さ
れ

て
い
た
と
し
て
も
、
決
し
て
人
間
で
は
な
く
、
両
者
の
世
界
は
隔
絶
し
て
い
る

こ
と
が
わ
か
る
。

Ⅱ

殺
さ
れ
た
超
自
然
者

表

の
B
は
殺
さ
れ
た
超
自
然
者
を
表
す
も
の
で
合
計
八
例
で
あ
る
。
そ
の

う
ち
、
人
間
に
殺
さ
れ
た
も
の
は
五
例
で
、
超
自
然
者
同
士
の
殺
し
合
い
が
三

例
で
あ
る
。
ま
ず
、『
灰
色
の
小
人
』の
鍛
冶
屋
は
槌
の
一
打
で
、
宝
物
の
番
を

し
て
い
る
犬
を
殺
し
た
。『
が
ら
す
の
山
』の
ボ
リ
ッ
シ
は
山
を
守
る
鷲
の
足
を

切
り
払
っ
て
殺
し
た
。
こ
こ
で
の
犬
は
超
自
然
の
能
力
を
持
っ
て
い
な
い
が
、
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魔
法
使
い
の
番
犬
と
し
て
超
自
然
者
側
に
置
か
れ
る
。
そ
の
血
が
人
間
を
復
活

さ
せ
る
力
を
持
っ
て
い
る
鷲
も
超
自
然
者
側
と
し
て
見
ら
れ
る
。
し
か
し
、
犬

を
殺
し
て
宝
物
を
手
に
入
れ
る
こ
と
、
鷲
を
殺
し
て
金
の
林
檎
を
得
る
な
ど
、

人
間
に
殺
さ
れ
た
結
末
が
「
物
質
」
と
繫
が
っ
て
い
る
こ
と
は
、
超
自
然
者
も

物
も
同
じ
で
あ
る
。
ま
た
、『
蛙
の
王
女
』に
ワ
シ
リ
サ
姫
は
イ
ワ
ン
王
子
の
助

け
で
魔
法
使
い
を
成
敗
し
た
。『
山
羊
の
角
』の
カ
リ
フ
は
水
甕
の
忠
告
に
従
い

山
羊
の
角
で
大
男
を
突
き
刺
し
て
殺
し
た
。『
蟹
の
王
子
』の
王
子
は
鳥
の
忠
告

を
聞
き
入
れ
て
毒
が
入
っ
た
お
菓
子
を
魔
法
使
い
の
お
婆
さ
ん
に
食
べ
さ
せ
て

殺
し
た
。『
骸
骨
の
島
』の
若
者
た
ち
は
骸
骨
の
助
け
で
魔
物
を
死
に
追
い
や
っ

た
。
魔
法
使
い
や
魔
物
を
殺
す
た
め
に
、
人
間
は
つ
ね
に
あ
る
種
の
助
け
に
巡

り
合
う
。
マ
ク
ッ
ス
・
リ
ュ
ー
テ
ィ
に
よ
っ
て

、
昔
話
の
中
の
人
間
が
原
則

と
し
て
助
け
を
持
つ
存
在
で
、
救
い
を
必
要
と
し
て
い
る
と
い
う
見
解
が
示
さ

れ
た
。
こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
、
自
力
で
動
物
を
気
軽
に
殺
せ
る
人
間
は
、

他
か
ら
の
力
を
借
り
け
れ
ば
超
自
然
者
を
殺
せ
な
い
と
い
う
点
で
あ
る
。
人
間

は
超
自
然
者
を
殺
し
え
た
と
し
て
も
、
超
自
然
者
は
人
間
以
上
に
力
を
持
っ

た
、
強
い
立
場
で
あ
る
こ
と
は
否
認
で
き
な
い
。
ま
た
殺
さ
れ
た
魔
法
使
い
や

大
男
や
魔
物
は
人
間
に
殺
さ
れ
る
前
、
人
間
を
食
べ
よ
う
と
し
た
り
、
命
を

狙
っ
た
り
と
し
て
い
る
。
自
分
、
ま
た
人
間
の
仲
間
の
命
を
守
ろ
う
と
す
る
殺

し
は
、
動
物
を
殺
す
場
合
と
異
な
り
、
人
間
は
受
身
で
あ
り
、
自
分
よ
り
強
い

超
自
然
者
に
反
撃
す
る
。
こ
の
よ
う
に
動
物
同
士
の
殺
し
合
い
に
み
ら
れ
る
弱

肉
強
食
関
係
は
人
間
と
超
自
然
も
の
と
の
間
に
も
適
用
さ
れ
る
。

Ⅲ

殺
さ
れ
た
人
間

表

の
C
は
殺
さ
れ
た
人
間
を
表
し
て
お
り
、
合
計
九
例
あ
る
。
ま
ず
、
王

様
に
関
わ
る
殺
人
が
五
例
あ
る
。『
ぶ
く
ぶ
く
長
々
火
の
目
小
僧
』
と
『
少
年
と

魔
女
』
の
王
様
は
求
婚
者
や
家
来
を
殺
し
た
。
切
り
殺
さ
れ
た
求
婚
者
、
死
刑

に
さ
れ
た
赤
士
爵
の
命
は
王
様
が
完
全
に
支
配
し
て
い
る
。
人
間
世
界
の
頂
点

に
立
つ
王
様
は
ほ
か
の
人
間
を
殺
す
権
利
を
持
っ
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
、
強
者

は
弱
者
に
殺
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
よ
う
に
、
王
様
も
ま
た
殺
さ
れ
る
。『
雪
娘
』

の
王
様
を
死
な
せ
た
の
は
、
雪
娘
と
い
う
超
自
然
者
で
あ
り
、『
あ
ひ
る
』の
王

様
を
殺
し
た
の
は
、
蜂
た
ち
で
あ
る
。『
魔
法
の
魚
』の
王
様
は
、
家
来
が
命
の

水
で
生
き
返
る
の
を
見
て
、
己
を
斬
り
殺
せ
と
役
人
に
命
じ
、
役
人
た
ち
は
命

令
に
従
っ
て
王
様
の
首
を
斬
り
落
と
し
た
。
命
の
水
が
尽
き
た
た
め
、
結
局
王

様
は
自
殺
に
成
功
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
命
の
水
、
死
の
水
を
手
に
入
れ
た
家

来
は
乱
暴
な
王
様
を
殺
す
だ
け
の
力
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
て
も
、殺
さ
れ
て
も
、

決
し
て
反
撃
し
な
い
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
反
撃
し
よ
う
と
す
る
意
識
自
体
が
全

く
な
か
っ
た
。
つ
ま
り
、
同
じ
人
間
が
人
間
の
王
様
を
殺
す
こ
と
は
物
語
が
許

さ
な
い
。
次
章
に
詳
し
く
述
べ
る
「
主
人
公
が
殺
さ
れ
な
い
」
と
い
う
原
則
を

守
る
た
め
に
、
物
語
は
巧
み
に
王
様
を
自
殺
さ
せ
た
。

ま
た
、『
大
当
て
ち
が
ひ
』の
中
で
、
お
爺
さ
ん
に
川
に
落
と
さ
れ
た
三
人
は

最
初
か
ら
「
悪
者
」
と
定
め
ら
れ
て
い
る
。『
あ
る
男
爵
の
お
話
』
の
男
爵
に
殺

さ
れ
た
人
も
「
悪
い
奴
」
と
明
言
さ
れ
て
い
る
。
昔
話
に
出
て
く
る
「
悪
者
」

は
殺
さ
れ
る
結
末
を
む
か
え
る
こ
と
が
多
い
が
、「
悪
者
」だ
か
ら
殺
さ
れ
る
べ

き
と
い
う
ル
ー
ル
が
働
い
て
い
る
と
い
う
よ
り
、「
殺
す
」こ
と
を
正
当
化
す
る

た
め
に
「
悪
者
」
と
位
置
付
け
さ
れ
て
い
る
。
特
に
、
男
爵
は
偶
然
に
あ
る
男

い
鳥
』
に
お
け
る
「
殺
す
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の
頸
の
上
へ
飛
び
下
り
た
の
で
、
そ
の
男
は
頭
の
骨
を
折
っ
て
死
ん
で
し
ま
っ

た
。
男
爵
は
「
併
し
よ
か
っ
た
よ
。
そ
い
つ
は
大
変
な
欲
張
り
の
悪
い
奴
で
、

い
つ
も
飼
料
を
法
外
に
た
か
く
売
り
つ
け
る
の
で
、
ひ
ど
く
人
に
憎
ま
れ
て
ゐ

た
の
だ
さ
う
だ
。
だ
か
ら
お
れ
が
殺
し
た
っ
て
だ
れ
も
ぐ
ず
ぐ
ず
言
ふ
も
の
は

ゐ
な
か
っ
た
よ
」
と
自
己
弁
明
し
た
。
言
い
換
え
れ
ば
、
殺
さ
れ
た
人
が
悪
人

で
は
な
い
場
合
、
男
爵
の
殺
人
は
罪
に
な
る
。「
殺
人
」行
為
は
正
当
化
さ
せ
な

け
れ
ば
、「
悪
い
」行
為
に
な
る
。
前
述
し
た
よ
う
に
、
強
者
は
横
暴
な
振
る
舞

い
を
す
る
か
ら
弱
者
に
殺
さ
れ
る
が
、「
殺
す
」
こ
と
自
体
は
「
悪
く
な
い
」。

そ
れ
に
対
し
て
、
強
弱
に
関
係
な
く
人
間
同
士
の
「
殺
す
」
に
は
、
い
ま
ま
で

の
「
殺
す
」
と
異
な
り
、
初
め
て
殺
人
行
為
に
道
徳
的
な
規
準
が
見
ら
れ
る
。

言
い
換
え
れ
ば
、
物
語
中
の
「
殺
す
」
行
為
は
基
本
的
に
「
道
徳
」
と
関
係
な

く
、
そ
こ
に
「
教
訓
」
性
と
い
う
も
の
も
見
ら
れ
な
い
と
い
え
る
。

ま
と
め

動
物
が
動
物
を
殺
す
、
超
自
然
者
が
超
自
然
者
を
殺
す
、
人
間
が
人
間
を
殺

す
こ
と
に
お
い
て
、
弱
肉
強
食
の
ル
ー
ル
が
働
い
て
い
る
一
方
、
弱
い
も
の
は

他
の
力
を
借
り
て
逆
襲
す
る
こ
と
も
あ
り
う
る
。
現
実
世
界
を
反
映
し
な
が

ら
、
昔
話
は
つ
ね
弱
者
へ
目
を
向
け
て
い
る
と
特
徴
付
け
ら
れ
て
き
た
が

、

「
殺
す
」「
殺
さ
れ
る
」
関
係
は
現
実
世
界
で
は
な
く
、「
空
想
」
世
界
の
中
に

あ
る
こ
と
は
注
目
し
た
い
。「
空
想
」
世
界
中
の
動
物
が
殺
さ
れ
る
と
き
、
超

自
然
者
が
殺
さ
れ
る
と
き
、
人
間
が
殺
さ
れ
る
と
き
に
、
殺
す
こ
と
は
基
本
的

に
一
瞬
で
終
わ
る
。
殺
さ
れ
る
前
に
告
知
を
受
け
る
こ
と
な
く
、
自
分
が
殺
さ

れ
る
結
末
は
知
ら
な
い
。
殺
さ
れ
た
ら
そ
こ
で
終
わ
り
、「
殺
さ
れ
た
く
な
い
」

こ
と
は
一
切
出
て
な
い
。
殺
さ
れ
る
も
の
に
「
殺
さ
れ
た
く
な
い
」
と
い
う
感

情
を
持
た
せ
な
い
よ
う
物
語
が
決
め
て
い
る
と
も
言
え
る
。
殺
さ
れ
る
も
の
と

違
っ
て
、
物
語
に
殺
さ
れ
そ
う
に
な
っ
て
も
、
結
果
的
に
殺
さ
れ
な
い
登
場
人

物
が
い
る
。

四

前
章
で
は
「
食
べ
ら
れ
た
」
も
の
、「
殺
さ
れ
た
」
も
の
を
中
心
と
し
て
検
討

し
て
き
た
が
、
食
べ
ら
れ
た
も
の
、
殺
さ
れ
た
も
の
は
悪
い
も
の
で
あ
り
、
弱

い
も
の
で
あ
り
、
強
い
も
の
で
あ
り
、
そ
の
形
は
多
種
多
様
で
、
必
ず
し
も
同

じ
性
質
を
持
っ
て
い
る
と
は
限
ら
な
い
が
、「
主
人
公
で
は
な
い
」と
い
う
共
通

点
を
持
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
物
語
の
中
に
「
主
人
公
は
殺
さ
れ
な
い
」
と
い
う

鉄
の
掟
が
つ
ね
に
作
用
し
い
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
主
人
公
は
な
ぜ
殺
さ
れ
そ

う
に
な
る
か
、
ど
う
や
っ
て
殺
さ
れ
る
運
命
か
ら
逃
げ
る
か
、
こ
う
い
う
「
殺

す
」
は
彼
ら
に
と
っ
て
ど
う
い
う
意
味
を
持
っ
て
い
る
か
を
、
問
題
点
と
し
て

続
け
て
検
討
し
た
い
。

ま
ず
、
表

に
よ
っ
て
、
殺
す
側
に
立
つ
人
は
、
王
様
、
お
父
さ
ん
、
お
兄

さ
ん
の
何
れ
か
に
属
し
て
い
る
。
王
様
は
人
間
社
会
の
統
治
者
で
、
ほ
か
の
人

を
殺
す
権
力
が
正
当
化
さ
れ
た
こ
と
は
前
章
で
指
摘
し
た
が
、
自
分
の
子
供
を

殺
す
「
子
殺
し
」
は
ど
う
理
解
す
れ
ば
い
い
の
か
。
近
代
社
会
に
お
い
て
は
、

子
供
は
個
人
と
し
て
の
人
格
を
持
っ
た
人
間
で
、
大
人
に
守
ら
れ
る
べ
き
存
在

で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
過
去
に
遡
れ
ば
、
親
が
子
を
殺
す
と
い

う
こ
と
は
そ
れ
ほ
ど
珍
し
い
現
象
で
は
な
く
、
親
の
た
め
に
子
を
犠
牲
に
す
る

大
学
大
学
院
文
学
研
究
科

研
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行
為
は
親
の
正
当
な
権
利
と
し
て
広
く
認
め
ら
れ
て
い
た
。
親
が
子
供
を
殺
す

理
由
と
し
て
は
、
貧
し
さ
に
よ
る
も
の
、
生
活
水
準
を
保
つ
た
め
に
行
わ
れ
た

も
の
、
ま
た
障
害
を
持
っ
た
子
供
は
社
会
適
応
が
難
し
い
た
め
に
殺
さ
れ
た
も

の
な
ど
様
々
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、『
ボ
ビ
ノ
が
王
様
に
な
っ
た
話
』で
主
人
公

の
ボ
ビ
ノ
は
何
年
も
学
問
を
し
た
の
に
、
動
物
の
言
葉
よ
り
ほ
か
に
何
も
覚
え

て
い
な
か
っ
た
の
で
、
お
父
さ
ん
は
そ
れ
が
気
に
食
わ
ず
、
と
う
と
う
彼
を
殺

そ
う
と
し
て
い
る
。
ま
た
、『
三
人
兄
弟
』で
、
兄
二
人
は
、
主
人
公
の
弟
が
父

の
死
を
願
っ
て
い
る
と
嘘
を
つ
き
、
そ
れ
を
聞
い
て
怒
っ
た
父
が
弟
を
殺
せ
と

命
じ
た
。
子
殺
し
の
正
当
性
が
み
ら
れ
る
一
方
、
学
問
が
よ
く
で
き
な
い
こ
と
、

親
孝
行
し
な
い
こ
と
で
子
供
を
殺
す
親
は
現
実
に
な
か
な
か
い
な
い
こ
と
は
明

ら
か
で
あ
る
。
父
が
子
供
を
殺
す
の
に
理
由
は
い
ら
な
い
と
い
う
よ
り
、
子
供

が
な
ぜ
殺
さ
れ
る
か
と
い
う
理
由
を
、
物
語
が
必
要
と
し
て
い
な
い
。
と
に
か

く
、
主
人
公
を
殺
す
運
命
に
向
き
合
わ
せ
な
い
と
済
ま
な
い
の
で
あ
る
。

昔
話
の
中
に
「
殺
す
」「
殺
さ
れ
る
」
は
た
く
さ
ん
出
て
き
て
、
現
実
社
会
の

残
酷
面
を
表
し
て
い
る
と
と
も
に
、
そ
れ
に
対
す
る
恐
怖
が
物
語
の
原
動
力
と

な
っ
て
い
る
と
い
う
説
が
あ
る
。
し
か
し
、
前
に
検
討
し
て
き
た
「
食
べ
る
」

「
殺
す
」
こ
と
は
一
瞬
で
終
わ
ら
せ
て
、
食
べ
ら
れ
る
側
、
ま
た
殺
さ
れ
る
側

に
命
の
危
機
を
事
前
に
知
ら
せ
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
も
ち
ろ
ん
そ
の
恐
怖
に

つ
い
て
も
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
。『
小
人
の
謎
』
で
、「
さ
あ
、
お
は
じ
め
。
い

い
か
、
明
日
の
朝
ま
で
に
こ
の
藁
を
す
っ
か
り
金
の
糸
に
し
て
見
せ
な
い
と
、

お
前
の
命
は
な
い
ぞ
」
と
王
様
に
言
わ
れ
て
、
主
人
公
の
娘
は
「
怖
い
」
と

思
っ
た
。
主
人
公
は
自
分
が
殺
さ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
こ
と
を
知
っ
て
、「
怖

い
」
と
感
じ
な
が
ら
、
殺
さ
れ
な
い
よ
う
に
自
分
の
命
を
守
ろ
う
と
努
力
し
始

め
る
。「
殺
す
」
と
は
、
現
状
を
壊
す
手
段
と
し
て
、
主
人
公
を
危
機
に
直
面

さ
せ
る
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
昔
話
は
口
承
文
芸
と
し
て
、
そ
の
ス
ト
ー
リ
ー
が
違
っ
て
も
語

り
か
た
が
一
致
す
る
と
こ
ろ
は
多
い
。
昔
話
の
語
り
か
た
に
関
し
て
、
マ
ッ
ク

ス
・
リ
ュ
テ
ィ
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
昔
話
を
精
密
に
分
析
し
て
、
主
人
公
や
敵
対

者
を
孤
立
的
に
語
る
と
い
う
。
同
じ
場
面
は
同
じ
言
葉
で
語
る
た
め
、
三
回
の

繰
り
返
さ
れ
る
場
面
は
、
ほ
と
ん
ど
同
じ
言
葉
で
語
ら
れ
る
。
ま
た
、
物
事
や

性
質
を
極
端
に
語
る
。
同
書
の
主
人
公
は
、
ス
ト
ー
リ
ー
の
途
中
で
は
い
ろ
い

ろ
な
目
に
あ
う
が
、
最
後
に
は
必
ず
幸
せ
に
な
る
な
ど
一
定
の
語
り
の
法
則
が

あ
る
こ
と
を
突
き
と
め
て
い
る

「
殺
す
」「
殺
さ
れ
る
」
を
め
ぐ
る
語
り
も
自

分
な
り
に
そ
の
法
則
に
従
っ
て
い
る
。
ま
ず
、
表

の
内
容
の
列
を
見
る
と
、

『
魔
法
の
魚
』
で
（
王
様
は
）「
と
う
と
う
そ
の
家
来
を
斬
り
殺
し
て
お
し
ま
ひ

に
な
り
ま
し
た
」
と
『
頓
助
の
物
語
』
で
「
こ
の
二
人
の
兄
が
、
頓
助
の
油
断

を
見
計
ら
っ
て
、
夜
更
に
頓
助
を
海
に
突
き
落
と
し
た
の
で
し
た
」、「
殺
す
」

行
為
は
実
行
さ
れ
た
が
、
そ
れ
以
外
の
物
語
に
お
い
て
、「
殺
す
」は
す
べ
て「
早

速
お
前
た
ち
四
人
の
命
取
る
が
、
そ
れ
で
も
い
い
か
」「
お
前
だ
っ
て
、
一
と
切

れ
で
も
食
べ
る
と
、
す
ぐ
に
切
り
殺
す
ぞ
」「
そ
ん
な
奴
が
王
女
を
貰
ぶ
ど
こ
ろ

か
、
こ
れ
か
ら
す
ぐ
に
切
り
殺
し
て
や
る
。
こ
り
ゃ
、
こ
こ
へ
来
て
お
と
な
し

く
命
を
わ
た
せ
」
と
、
会
話
と
し
て
語
ら
れ
て
い
る
。

実
行
さ
れ
て
い
な
い
「
殺
す
」
は
、
主
人
公
の
こ
れ
か
ら
向
き
合
わ
な
い
と

い
け
な
い
難
関
を
予
言
し
て
い
る
。
予
言
と
し
て
の
「
殺
す
」
は
、「
処
罰
す

る
」
や
「
駆
逐
す
る
」
な
ど
他
の
表
現
に
変
え
て
も
成
立
す
る
と
考
え
ら
れ
る

が
、
物
語
中
は
す
べ
て
直
接
命
に
係
わ
る
「
殺
す
」
と
い
う
表
現
を
使
っ
て
い

赤
い
鳥
』
に
お
け
る
「
殺
す
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る
の
は
、
昔
話
に
極
端
性
を
好
む
法
則
が
潜
ん
で
い
る
か
ら
で
あ
る
。
た
と
え

ば
、『
ぶ
く
ぶ
く
長
々
火
の
目
小
僧
』
と
『
山
羊
の
耳
』
で
王
様
に
殺
さ
れ
た

ほ
か
の
王
子
さ
ま
の
存
在
と
、
殿
様
に
殺
さ
れ
た
ほ
か
の
床
屋
の
存
在
が
暗
示

さ
れ
な
が
ら
も
、
主
人
公
は
殺
さ
れ
な
い
。「
殺
さ
れ
た
」
彼
ら
の
こ
と
は
失

敗
の
前
例
と
し
て
冒
頭
部
分
に
置
か
れ
、
成
功
し
て
「
殺
さ
れ
な
い
」
主
人
公

と
の
対
比
を
明
確
に
さ
せ
て
い
る
。
成
功
し
た
ら
お
姫
さ
ま
と
結
婚
で
き
て
、

大
金
を
手
に
い
れ
る
が
、
失
敗
し
た
ら
殺
さ
れ
る
。
も
と
も
と
口
で
伝
え
て
い

く
昔
話
は
こ
う
い
う
極
端
さ
に
よ
っ
て
人
々
に
覚
え
ら
れ
た
と
多
く
の
研
究

者

が
す
で
に
指
摘
し
て
い
る
が
、
人
間
の
命
に
直
接
係
わ
る
「
殺
す
」「
殺

さ
れ
る
」
と
い
う
も
の
は
、
そ
の
極
端
性
を
極
め
る
最
高
の
設
定
だ
と
思
わ
れ

る
。物

語
の
冒
頭
部
に
出
た
「
殺
さ
れ
る
」
危
機
と
、
半
ば
に
出
て
来
た
「
殺
さ

れ
る
」
危
機
の
い
ず
れ
も
「
予
言
」
と
し
て
、
ス
ト
ー
リ
ー
の
緊
張
感
を
維
持

さ
せ
る
機
能
を
も
っ
て
い
る
。
昔
話
独
自
の
文
体
が
「
殺
す
」「
殺
さ
れ
る
」
を

必
要
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
前
章
の
殺
さ
れ
る
も
の
の
例
を
挙
げ
て
み
る
と
、

熱
湯
で
殺
さ
れ
る
と
か
、
火
で
殺
さ
れ
る
と
か
、
毒
殺
さ
れ
る
と
か
、
そ
の
方

法
が
多
岐
に
わ
た
る
一
方
で
、
そ
の
死
に
方
に
関
す
る
描
写
も
見
ら
れ
る
。
そ

れ
に
対
し
て
、「
予
言
」
と
し
て
の
殺
人
は
極
め
て
抽
象
化
さ
れ
て
い
る
。「
す

ぐ
に
斬
り
殺
し
て
し
ま
う
」「
み
ん
な
王
さ
ま
に
切
り
殺
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し

た
」「
早
速
お
前
た
ち
四
人
の
命
を
取
る
」「
あ
な
た
方
を
殺
し
に
ま
い
り
ま
し

た
」「
そ
の
床
屋
を
手
討
ち
に
し
て
し
ま
は
れ
る
の
で
し
た
。」「
も
う
刀
の
柄
に

手
を
か
け
て
お
つ
し
や
い
ま
し
た
」
文
中
に
出
て
き
た
「
殺
す
」「
殺
さ
れ
る
」

は
す
べ
て
一
言
で
簡
潔
に
終
わ
っ
て
い
る
。
か
な
り
抽
象
化
さ
れ
て
い
る
「
殺

人
」＝

殺
す
、
殺
さ
れ
る
こ
と
の
実
体
を
語
ら
な
い
こ
と
は
、
肉
体
的
な
苦
痛

へ
の
想
像
を
途
絶
え
さ
せ
る
効
果
を
も
つ
。
こ
う
い
う
主
人
公
た
ち
は「
殺
す
」

予
言
に
よ
っ
て
、
自
分
を
殺
そ
う
と
す
る
相
手
の
正
体
を
知
っ
て
い
る
。
自
分

の
命
を
脅
か
す
元
凶
、
そ
れ
な
り
の
解
決
方
法
を
教
え
ら
れ
た
昔
話
の
主
人
公

は
非
常
に
多
く
、
そ
し
て
彼
ら
は
結
末
で
命
を
救
わ
れ
る
。
昔
話
は
き
わ
め
て

主
人
公
中
心
主
義
で
、
焦
点
化
さ
れ
る
主
人
公
は
聞
き
手
の
注
意
を
喚
起
し
、

聞
き
手
の
同
一
感
を
呼
び
起
こ
す
と
い
う
視
点
か
ら
考
え
れ
ば
、
昔
話
の
主
人

公
が
向
き
合
う
「
殺
す
」
は
未
知
の
恐
怖
は
語
ら
ず
、
常
に
救
い
の
出
口
を
用

意
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

終
章

「
明
治
年
代
に
巌
谷
小
波
に
よ
っ
て
開
拓
さ
れ
た
日
本
の
近
代
児
童
文
学
の

歴
史
も
三
十
年
近
か
っ
た
が
、
そ
れ
は
西
欧
的
な
意
味
で
近
代
と
ほ
ど
違
い
も

の
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
明
治
末
年
こ
と
か
ら
大
衆
児
童
文
学
の
荒
廃
が
目
だ
っ

て
い
た
。」
こ
う
い
う
状
況
に
対
し
て
、
鈴
木
三
重
吉
は
手
厳
し
く
批
判
し
た
。

「
私
は
、
こ
れ
ま
で
世
の
中
に
出
て
い
る
、
多
く
の
お
伽
話
に
対
し
て
、
い
つ

も
少
な
か
ら
ぬ
不
平
を
感
じ
て
い
た
。
た
だ
話
が
話
さ
れ
て
い
る
と
い
う
の
み

で
、
い
ろ
い
ろ
の
意
味
の
下
品
な
も
の
少
な
く
な
い
。
単
に
文
章
か
ら
言
っ
て

も
、
ず
い
ぶ
ん
投
げ
や
り
な
俗
悪
な
も
の
が
多
い
。
こ
の
点
だ
け
で
も
子
供
の

た
め
に
、
い
か
に
も
に
が
に
が
し
い
気
持
ち
が
す
る
。
そ
れ
か
ら
、
材
料
そ
の

も
の
の
選
び
か
た
に
も
考
え
の
足
り
な
い
の
が
往
々
あ
る
。
私
は
い
ろ
ん
な
点

に
十
分
注
意
し
て
書
い
た
つ
も
り
で
あ
る
。
文
章
と
し
て
は
、
わ
れ
わ
れ
が
実

大
学
大
学
院
文
学
研
究
科

研

― ―94

北
海
道

集

第

究
論

号
四
十

ここ し⬇の段のみみ追出



際
に
使
っ
て
い
る
だ
け
の
平
易
な
純
な
口
語
の
み
を
選
ん
で
、
出
来
る
だ
け
単

純
に
書
こ
う
と
努
力
し
た
」

丹
野
て
い
子
な
ど
編
集
者
の
回
想
に
よ
り
、
鈴
木
三
重
吉
は
『
赤
い
鳥
』
の

投
稿
作
品
を
隅
々
ま
で
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
こ
れ
ま
で
、
鈴

木
三
重
吉
の
児
童
文
学
の
文
章
表
現
に
対
す
る
執
着
は
多
く
の
人
に
知
ら
れ
て

い
る
が
、「
材
料
そ
の
も
の
の
選
び
か
た
」
に
関
し
て
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。

特
に
、
児
童
文
学
創
成
期
の
当
時
に
あ
っ
て
は
、
児
童
の
た
め
に
紹
介
す
べ
き

も
の
が
余
り
に
多
く
た
め
、
鈴
木
三
重
吉
は
積
極
的
に
芸
術
性
の
高
い
海
外
の

作
品
を
日
本
の
子
ど
も
た
ち
に
紹
介
し
よ
う
と
し
た

。
し
か
し
、
外
国
昔
話

は
ど
う
い
う
基
準
で
選
ば
れ
た
か
は
今
日
ま
で
明
ら
か
に
な
っ
て
い
な
い
。
例

え
ば
、「
イ
ソ
ッ
プ
寓
話
」
は
海
外
の
物
語
と
し
て
は
日
本
に
最
も
早
く
入
っ

て
来
た
も
の
で
、
一
五
九
三
年
に
『
イ
ソ
ポ
の
ハ
ブ
ラ
ス
（E

S
O
P
O
 
N
O

 
F
A
B
V
L
A
S

）』
と
し
て
紹
介
さ
れ
た
こ
と
が
始
ま
り
で
あ
る
。
明
治
に
な
っ

て
か
ら
翻
訳
が
進
み
、『
通
俗
伊
蘇
普
物
語
』
が
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
と
な
っ
た
。

大
正
時
代
に
も
「
農
夫
と
蛇
」
な
ど
の
話
は
多
く
翻
訳
さ
れ
、
再
話
さ
れ
た

が
、『
赤
い
鳥
』
に
は
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
。
農
夫
が
雪
の
上
で
死
に
か
け
て

い
る
蛇
を
助
け
た
が
、
息
を
吹
き
返
し
た
蛇
は
農
夫
の
子
供
に
嚙
み
付
き
、
死

に
至
ら
し
め
た
。
す
ぐ
さ
ま
農
夫
は
斧
で
蛇
を
二
つ
に
切
り
裂
い
た
。
こ
の
有

名
な
話
の
文
末
に
「
邪
悪
な
も
の
か
ら
は
恩
返
し
は
期
待
で
き
ま
せ
ん
」
と
い

う
教
訓
が
付
い
て
い
る
。
教
訓
を
、「
人
間
の
あ
ら
ゆ
る
可
能
性
を
拘
束
し
て
、

特
定
の
生
き
方
を
強
要
す
る
。
す
で
に
成
立
し
て
い
る
社
会
構
造
と
慣
習
の
中

で
、
も
っ
と
も
傷
つ
く
こ
と
の
少
な
い
処
生
術
を
確
認
す
る
」
手
段
と
定
義

す
る
場
合
、
物
語
中
の
「
殺
害
」
は
い
う
ま
で
も
な
く
「
教
訓
」
の
た
め
に
語

ら
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。「
教
訓
」
に
従
う
「
殺
害
」
は
『
赤
い
鳥
』
に
存

在
し
な
い
こ
と
は
判
別
で
き
る
。

高
山
毅
は
「『
赤
い
鳥
』
の
文
学
運
動
は
当
時
の
封
建
的
、
非
人
間
的
な
教
育

に
対
す
る
反
抗
と
し
て
出
て
き
た
。
古
く
さ
い
教
訓
の
教
育
内
容
や
学
校
唱
歌

に
反
抗
す
る
も
の
と
し
て
、
こ
う
い
う
も
の
に
比
較
的
反
感
を
い
だ
い
て
い
る

中
流
以
上
の
イ
ン
テ
リ
ゲ
ン
チ
ャ
の
少
数
に
支
持
さ
れ
な
が
ら
出
て
来
た
の

だ
」
と
指
摘
し
た
。『
赤
い
鳥
』
に
掲
載
さ
れ
た
昔
話
作
品
に
登
場
し
た
「
食
べ

る
」「
食
べ
ら
れ
る
」「
殺
す
」「
殺
さ
れ
る
」は
、
そ
の
教
訓
性
を
な
る
べ
く
避

け
る
傾
向
を
よ
く
表
し
て
い
る
。

ま
た
、
物
語
中
の
「
食
べ
る
」「
食
べ
ら
れ
る
」「
殺
す
」「
殺
さ
れ
る
」
は
現

実
性
の
な
い
、
空
想
世
界
に
お
い
て
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
が
、
そ
こ
に

も
鈴
木
三
重
吉
の
編
集
傾
向
が
貫
か
れ
て
い
る
。
鈴
木
三
重
吉
は
、
当
時
の
冒

険
、
侠
客
、
感
傷
な
ど
を
売
り
物
に
す
る
低
俗
な
児
童
読
み
も
の
に
挑
戦
し
て
、

日
本
の
童
話
は
フ
ェ
イ
ブ
ル
と
し
て
は
材
料
が
実
に
貧
弱
で
、
ト
ラ
デ
イ
シ
ョ

ン
に
は
大
分
お
も
し
ろ
い
も
の
が
あ
る
が
、
概
し
て
西
洋
も
の
の
如
く
に
豊
富

な
空
想
が
な
い
か
と
自
ら
語
っ
て
い
る
。
空
想
世
界
へ
の
探
求
に
お
い
て
、
物

語
を
教
訓
か
ら
切
り
離
そ
う
と
す
る
三
重
吉
の
意
欲
が
見
て
取
れ
る
。
そ
の
た

め
、
物
語
中
に
出
て
き
た
「
食
べ
る
」「
食
べ
ら
れ
る
」「
殺
す
」「
殺
さ
れ
る
」

は
常
に
物
語
の
中
に
存
在
し
、
物
語
の
筋
に
従
属
し
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、「
食
べ
る
」「
食
べ
ら
れ
る
」「
殺
す
」「
殺
さ
れ
る
」
は
外
国
の

昔
話
関
係
作
品
以
外
で
も
、『
赤
い
鳥
』に
掲
載
さ
れ
た
中
国
昔
話
、
日
本
創
作

児
童
文
学
作
品
な
ど
に
も
存
在
す
る
。
例
え
ば
、
大
正
七
年
八
号
に
掲
載
さ
れ

た
『
敵
討
ち
』
は
、
の
ち
の
『
鈴
木
三
重
吉
童
話
全
集
』
に
『

瑚
』
と
い
う

赤
い
鳥
』
に
お
け
る
「
殺
す
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題
名
で
収
録
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
中
国
昔
話
の
再
話
で
、
物
語
中
に
主
人
公

の

瑚
は
お
父
さ
ん
の
敵
討
ち
に
地
主
を
巧
み
に
殺
し
た
。
ま
た
、『
赤
い
鳥
』

昭
和
七
年
一
月
号
に
掲
載
さ
れ
た
新
美
南
吉
の
『
ご
ん
ぎ
つ
ね
』
は
後
に
小
学

校
国
語
教
科
書
の
教
材
に
選
定
さ
れ
、
一
般
的
に
知
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
主
人

公
の
ご
ん
は
誤
解
さ
れ
、
人
間
に
殺
さ
れ
た
。
こ
う
い
う
「
殺
害
」
は
欧
米
昔

話
関
連
作
品
に
登
場
し
た
も
の
と
明
確
に
異
な
る
性
質
を
持
っ
て
い
る
。
欧
米

昔
話
関
連
作
品
以
外
に
出
て
き
た「
食
べ
る
」「
食
べ
ら
れ
る
」「
殺
す
」「
殺
さ

れ
る
」
は
ど
の
よ
う
に
意
味
を
持
っ
て
い
る
か
、『
赤
い
鳥
』
に
ど
う
い
う
役
割

を
果
て
し
て
い
る
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
今
後
の
研
究
課
題
と
し
た
い
。

（
お
う

ぎ
ょ
く
・
言
語
文
学
専
攻
）

注①

野
村

『
昔
話
は
残
酷
か：

グ
リ
ム
昔
話
を
め
ぐ
っ
て
』（
東
京
子
ど
も
図
書
館
、

一
九
九
七
年
）

②

丸
尾
美
保
「
雑
誌
「
赤
い
鳥
」
掲
載
の
ロ
シ
ア
関
連
作
品
の
考
察
」（『
梅
花
児
童

文
学
』、
二
〇
〇
二
年
七
月
）
七
一
頁

③

松
居
直
「
鈴
木
三
重
吉
の
幼
年
童
話
」『
赤
い
鳥
代
表
作
集

第
二
巻
』（
小
峰
書

店
、
一
九
九
八
年
）
二
五
六
｜
一
五
七
頁

④

渡
辺
茂
男

前
掲
論
文

一
六
三
頁

⑤

丸
尾
美
保

前
掲
論
文

七
三
頁

⑥

渡
辺
茂
男
「『
赤
い
鳥
』
と
外
国
児
童
文
学
｜

特
に
民
話
に
つ
い
て
」（『
赤
い
鳥

研
究
』、
小
峰
書
店
、
一
九
六
五
年
）
一
五
七
｜
一
五
九
頁

⑦

桑
原
三
郎
「
解
説
・
年
譜
・
関
係
文
献
」『
鈴
木
三
重
吉
童
話
全
集
別
巻
』（
文
泉

堂
書
院
、
一
九
七
五
）

⑧

小
澤
俊
夫
『
昔
話
が
語
る
子
ど
も
の
姿
』（
古
今
社
、
一
九
九
八
年
）
八
七
｜
一
一

七
頁

⑨

村
瀬
学
『
食
べ
る
思
想
』（
洋
泉
社
、
二
〇
一
〇
年
）
一
七
〇
｜
一
七
一
頁

⑩

村
瀬
学

前
掲
書

三
八
頁

『
赤
い
鳥
』
作
品
引
用
は
す
べ
て
『
赤
い
鳥

複
刻
版
全
一
八
巻
一
九
六
冊
』（
日

本
近
代
文
学
館
、
一
九
七
九
年
）
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

村
瀬
学

前
掲
書

三
八
頁

小
澤
俊
夫
『
昔
話
入
門
』（
ぎ
ょ
う
せ
い
、
一
九
九
七
年
）
七
七
頁

マ
ッ
ク
ス

リ
ュ
ー
テ
ィ
、
野
村
ひ
ろ
し
訳『
昔
話
の
本
質
』（
筑
摩
書
房
、
一
九

九
四
年
）
一
一
九
頁

石
田
、
濱
野
佐
代
子
、
花
園
誠
、
瀬
戸
口
明
久
『
日
本
の
動
物
観

人
と
動
物
の

関
係
史
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
三
年
）
三
頁

マ
ッ
ク
ス
・
リ
ュ
ー
テ
、
野
村
ひ
ろ
し
訳
『
昔
話
の
解
釈
｜

い
ま
で
も
や
っ
ぱ

り
生
き
て
い
る
』（
筑
摩
書
房
、
一
九
九
七
年
）
八
六
頁

小
澤
俊
夫
『
昔
話
と
は
何
か
』（
小
澤
昔
ば
な
し
研
究
所
、
二
〇
〇
九
年
）
二
三
頁

マ
ッ
ク
ス
・
リ
ュ
ー
テ
ィ
、
小
澤
俊
夫
訳
『
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
昔
話
｜

そ
の
形
式

と
本
質
』（
岩
崎
美
術
社
、
一
九
九
五
年
）
一
一
八
頁

小
澤
俊
夫
『
昔
話
と
は
何
か
』
三
一
頁

菅
忠
道
「
赤
い
鳥
の
成
立
と
発
展
」『
赤
い
鳥
研
究
』（
日
本
児
童
文
学
学
会
編
、

一
九
六
五
年
）
七
｜
八
頁

鈴
木
三
重
吉
『
湖
水
の
女
』（
春
陽
堂
、
一
九
一
六
年
）
三
頁

滑
川
道
夫
「『
赤
い
鳥
』
の
児
童
文
学
史
的
位
置
」『
赤
い
鳥
研
究
』（
日
本
児
童
文

学
学
会
編
、
一
九
六
五
年
）
三
八
頁

上
野
瞭
「
寓
話
の
時
代
か
ら
物
語
の
時
代
へ
｜

イ
ソ
ッ
プ

ペ
ロ
ー

デ

フ
ォ

ス
ウ
ィ
フ
ト

グ
リ
ム

ア
ン
デ
ル
セ
ン
｜

」（『
児
童
文
学
読
本

日

本
児
童
文
学
別
冊
』、
一
九
七
五
年
一
月
）
一
九
六
頁

高
山
毅
「
児
童
文
学
の
展
望
」『
大
正
期
の
児
童
文
学
』（
角
川
新
書
、
一
九
六
五

年
）
三
四
頁
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』（
日
本
児
童
文
学

学
会
編
、
一
九
六
五
年
）

桑
原
三
郎
「
解
説
・
年
譜
・
関
係
文
献
」『
鈴
木
三
重
吉
童
話
全
集
別
巻
』（
文
泉
堂
書

院
、
一
九
七
五
年
）

上
野
瞭
「
寓
話
の
時
代
か
ら
物
語
の
時
代
へ
｜

イ
ソ
ッ
プ
・
ペ
ロ
ー
・
デ
フ
ォ
・
ス

ウ
ィ
フ
ト
・
グ
リ
ム
・
ア
ン
デ
ル
セ
ン
｜

」（『
児
童
文
学
読
本

日
本
児
童
文
学

別
冊
』、
一
九
七
五
年
一
月
）

鈴
木
三
重
吉
『
赤
い
鳥

複
刻
版
全
一
八
巻
一
九
六
冊
』（
日
本
近
代
文
学
館
、
一
九

七
九
年
）

プ
ロ
ッ
プ
、
斉
藤
君
子
訳
『
魔
法
昔
話
の
起
源
』（
せ
り
か
書
房
、
一
九
八
三
年
）

マ
ッ
ク
ス
・
リ
ュ
ー
テ
ィ
、
野
村
ひ
ろ
し
訳
『
昔
話
の
本
質
』（
筑
摩
書
房
、
一
九
九

四
年
）

マ
ッ
ク
ス
・
リ
ュ
ー
テ
ィ
、
小
澤
俊
夫
訳『
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
昔
話
｜

そ
の
形
式
と
本

質
』（
岩
崎
美
術
社
、
一
九
九
五
年
）

マ
ッ
ク
ス
・
リ
ュ
ー
テ
ィ
、
野
村
ひ
ろ
し
訳『
昔
話
の
解
釈
｜

い
ま
で
も
や
っ
ぱ
り

生
き
て
い
る
』（
筑
摩
書
房
、
一
九
九
七
年
）

小
澤
俊
夫
『
昔
話
入
門
』（
ぎ
ょ
う
せ
い
、
一
九
九
七
年
）

野
村

『
昔
話
は
残
酷
か：

グ
リ
ム
昔
話
を
め
ぐ
っ
て
』（
東
京
子
ど
も
図
書
館
、
一

九
九
七
年
）

小
澤
俊
夫
『
昔
話
が
語
る
子
ど
も
の
姿
』（
古
今
社
、
一
九
九
八
年
）

松
居
直
「
鈴
木
三
重
吉
の
幼
年
童
話
」『
赤
い
鳥
代
表
作
集

第
二
巻
』（
小
峰
書
店
、

一
九
九
八
年
）

丸
尾
美
保
「
雑
誌「
赤
い
鳥
」掲
載
の
ロ
シ
ア
関
連
作
品
の
考
察
」（『
梅
花
児
童
文
学
』、

二
〇
〇
二
年
七
月
）

小
澤
俊
夫
『
昔
話
と
は
何
か
』（
小
澤
昔
ば
な
し
研
究
所
、
二
〇
〇
九
年
）

村
瀬
学
『
食
べ
る
思
想
』（
洋
泉
社
、
二
〇
一
〇
年
）

石
田
、
濱
野
佐
代
子
、
花
園
誠
、
瀬
戸
口
明
久
『
日
本
の
動
物
観

人
と
動
物
の
関
係

史
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
三
年
）
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付表（『赤い鳥』欧米昔話関連作品)

No. 作品名 作家名 国 発表年月 巻 号

１ 大いたち 鈴木三重吉 北米土人 大正７年（1918）６月 １ １

２ わるい狐 小島政二郎 ロシア 大正７年（1918）６月 １ １

３ ぶくぶく長々火の目小僧（上・下） 鈴木三重吉 ロシア 大正７年（1918）６月
大正７年（1918）８月

１
１
１
２

４ 水獺 鈴木三重吉 北米土人 大正７年（1918）８月 １ ２

５ 正直もの 小山内薫 ロシア 大正７年（1918）８月 １ ２

６ かじり大王 丹野てい子
（鈴木三重吉）

イタリア 大正７年（1918）８月 １ ２

７ 小人の謎 南部修太郎 イギリス 大正７年（1918）８月 １ ２

８ 蟻と驢馬 秋庭俊彦 不明 大正７年（1918）８月 １ ２

９ 魔法の魚（上・下） 鈴木三重吉 ロシア 大正７年（1918）８月
大正７年（1918）10月

１
１
３
４

10 蛙の王女 佐藤春夫 ロシア 大正７年（1918）８月 １ ３

11 湖水の女 鈴木三重吉 ウエイルス 大正７年（1918）８月 １ ３

12 狐とお菓子 鈴木三重吉 アイルランド 大正７年（1918）10月 １ ４

13 鷹の御殿 秋田雨雀
（鈴木三重吉）

ロシア 大正７年（1918）10月 １ ４

14 ボビノが王様になった話 野上豊一郎 グリム 大正７年（1918）11月 １ ５

15 馬鹿 鈴木三重吉 グリム 大正７年（1918）11月 １ ５

16 子供の極楽 松居松葉 ギリシャ 大正７年（1918）11月 １ ５

17 大熊中熊小熊 佐藤春夫 イギリス

18 命の水 丹野てい子 グリム 大正７年（1918）12月 １ ６

19 三匹の小豚 鈴木三重吉 不明 大正７年（1918）12月 １ ６

20 啄木鳥 青木健作
（鈴木三重吉）

ノールウェイ 大正７年（1918）12月 １ ６

21 ゼメリイの馬鹿 鈴木三重吉 ロシア 大正８年（1919）１月 ２ １

22 欲張り猫 鈴木三重吉 ノールウェイ 大正８年（1919）１月 ２ １

23 雪娘 三宅周太郎 ロシア 大正８年（1919）１月 ２ １

24 鳥の着物 南部修太郎
（鈴木三重吉）

北米土人 大正８年（1919）１月 ２ １

25 星の予言（上・中・下） 鈴木三重吉 イタリア 大正８年（1919）２月
大正８年（1919）３月
大正８月（1919）４月

２
２
２

２
３
４

26 平気の平左 小山内薫 アイルランド 大正８年（1919）２月 ２ ２

27 灰色の小人 野上豊一郎 グリム 大正８年（1919）２月 ２ ２

28 悪い狐 鈴木三重吉 ノールウエイ 大正８年（1919）２月 ２ ２

29 石臼と塩の話 丹野てい子 グリム 大正８年（1919）２月 ２ ２

30 お人形さん 南部修太郎
（鈴木三重吉）

ノールウエイ 大正８年（1919）２月 ２ ２

31 どんぐり小坊主 丹野てい子
（鈴木三重吉）

不明 大正８年（1919）３月 ２ ３

32 小さな土産話 一 兎と針鼠 島崎藤村 グリム 大正８年（1919）３月 ２ ３

33 がらすの山 丹野てい子 グリム 大正８年（1919）４月 ２ ４

34 白い鳥の話（上・中・下） 久保田万太郎 グリム 大正８年（1919）５月
大正８年（1919）６月
大正８年（1919）７月

２
２
２

５
６
７

35 七面鳥の踊 鈴木三重吉 北米土人 大正８年（1919）５月 ２ ５

36 大法螺 鈴木三重吉 ロシア 大正８年（1919）６月 ２ ６
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37 お爺さんと三人の婿 樋口やす子
（鈴木三重吉）

ロシア 大正８年（1919）７月 ３ １

38 山羊の角 湯目節子 オランダ 大正８年（1919）８月 ３ ２

39 鳥の言葉獣の言葉 樋口やす子
（鈴木三重吉）

ロシア 大正８年（1919）９月 ３ ３

40 金糸鳥物語（一・二・三・四・五） 鈴木三重吉 フランス 大正９年（1920）１月
大正９年（1920）２月
大正９年（1920）３月
大正９年（1920）４月
大正９年（1920）５月

４
４
４
４
４

１
２
３
４
５

41 あひる 久米正雄
（鈴木三重吉）

フランス 大正９年（1920）２月 ４ ２

42 大当てちがひ
おぢいさんと三人のわるもの

樋口やす子
（鈴木三重吉）

不明 大正９年（1920）６月 ４ ６

43 赤いか、青いか 鈴木三重吉 デンマーク 大正９年（1920）８月 ５ ２

44 金の毬 樋口やすこ
（鈴木三重吉）

北米土人 大正９年（1920）８月 ５ ２

45 跛の狐
びつこの狐

鈴木三重吉 不明 大正９年（1920）９月 ５ ３

46 藁の牛 小林哥津子 不明 大正９年（1920）９月 ５ ３

47 ある男爵のお話 樋口やす子
（鈴木三重吉）

ドイツ 大正９年（1920）10月 ５ ４

48 蟹の王子（一・二） 樋口やす子
（鈴木三重吉）

不明 大正９年（1920）11月
大正９年（1920）12月

５
５
５
６

49 少年と魔女 楠山正雄 デンマーク 大正９年（1920）11月 ５ ５

50 骸骨の島 丹野てい子
（鈴木三重吉）

北美土人 大正10年（1921）３月 ６ ３

51 馬鹿の笛 丹野てい子
（鈴木三重吉）

アイルランド 大正10年（1921）５月 ６ ５

52 黒い鳥 丹野てい子
（鈴木三重吉）

アイルランド 大正10年（1921）８月 ７ ２

53 イルゼベルの望み 小山内薫 グリム 大正10年（1921）９月 ７ ３

54 やんちや猿（一・二） 鈴木三重吉 ブラジル 大正11年（1922）５月
大正11年（1922）６月

８
８
５
６

55 ぶつぶつ屋 鈴木三重吉 フランス 大正11年（1922）７月 ９ １

56 巨人 鈴木三重吉 アイルランド 大正11年（1922）８月 ９ ２

57 おなかの皮 鈴木三重吉 不明 大正11年（1922）９月 ９ ３

58 神の下僕 丹野てい子
（鈴木三重吉）

不明 大正12年（1923）12月 ９ ６

59 なまけもの 鈴木三重吉 不明 大正12年（1923）５月 10 ５

60 棄てられた猫 宮原晃一郎 ロシア 大正13年（1924）１月 12 １

61 悪狐 鈴木三重吉 ドイツ 大正13年（1924）２月 12 ２

62 正直もの 小野浩
（鈴木三重吉）

グリム 大正13年（1924）２月 12 ２

63 鼻ッ張りの強い狼 楠山正雄 不明 大正13年（1924）７月 13 １

64 悪魔の尾 宮原晃一郎 西洋もの 大正13年（1924）８月 13 ２

65 頓助の物語 宇野浩二 ロシア 大正13年（1924）８月 13 ２

66 昼の出来た話 宮原晃一郎 北欧 大正13年（1924）11月 13 ５

67 雪のだるま 宇野浩二 ロシア 大正14年（1925）２月 14 ２

68 三人兄弟 細田民樹
（鈴木三重吉）

アイルランド 大正14年（1925）７月 15 １
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69 優しい娘の話 宇野浩二 ロシア 大正14年（1925）９月 15 ３

70 センタアの教子 中村星湖 ギリシャ 大正14年（1925）９月 15 ３

71 山羊の耳 細田民樹 ギリシア 大正15年（1926）２月 16 ２

72 幸房の猫と鶏 宮原晃一郎 ロシア 大正15年（1926）２月 16 ２

73 鷲と亀の禿頭 中村星湖 ギリシア 大正15年（1926）３月 16 ３

74 ダマスカスの賢者 鈴木三重吉 不明 昭和２年（1927）２月 18 ２

75 運命 成田成寿 シシリア 昭和４年（1929）３月 22 ３

76 ばかそろひ 井伏鱒二 フランス 昭和６年（1931）６月 １ ６

表

食べる側 食べられる側 食い合い場面 作品名

大いたち 鴨 大鼬は、おしまひのアムアムアムのところへ来ると、わざ
と、力一ぱい大声を張り上げて歌いました。そして、そのた
んびに、「アムアムアム、ギュツ」と、鴨の頸をつかまへと、
一ぴきづつ、袋の中へ入れました。

大いたち

土人 鴨A 土人は早速鍋の蓋を開けて、煮えかけた鴨を、一匹も残さ
ず、がつがつ食べてしまいました。そして、あとの骨を、す
つかり鍋の中へ入れといて、さつさと帰つて行きました。

大いたち

鳥 鴨A 「やあい、馬鹿。お前には大きな身をやらうと思ってちゃん
ど別にしといたのになぜそんな余計な告げ口をするんだ
い」

大いたち

狐 雌鶏二匹A 森に住んでゐる狐がやって来て、クズマの大事な雌鶏を二
匹食べて行きました

わるい狐

ぶくぶくC 何千人の兵士と馬 ぶくぶくは、その何千人といふ兵たいが、すっかりお腹の中
へ入ってしまふ

ぶくぶく長々火の目
小僧

小鳥 虫、蚯蚓A 虫や蚯蚓を、片方の手の平へ一ぱ捕って来て、それを二人に
食べさせてやりました

魔法の魚

蜘蛛 蠅A 蜘蛛は、その網の真ん中で、たっだ今捉へたばかりの蠅をた
べようとしてゐました

魔法の魚

狐B お菓子B 狐は鼻先でお菓子を弾きあげて、大きな口を開けてばくり
と食べてしまひました

狐とお菓子

狼 羊二三匹A 狼は、その間に、羊を二三匹食べちらかして、とっくに逃げ
てしまひました

馬鹿

狼B 子豚B するとある日狐がのこのこやつて来て、泥の家と玉葱の家
へは雑作なく穴をくりあけて、中の二人を引き出して、担い
で行つてしまひました。

三匹の子豚

ゼメリイ カマスC 「ああ、ましましゼメリイさん、後生だから、そんなことを
言はないで、どうかもとの青い水の中へ逃して下さいな。そ
の代りあとでどっさりお礼をしますから」

ゼメリイの馬鹿

猫C 牝牛・栗鼠・百姓・
鼬・狐・兎・小熊・
大熊・お嫁さんの
行列・お月さま・
お日さま

猫はそのお嫁さんもお供の人も、御者も馬丁も馬も一人も
残さずペロペロペロペロと食べてしまひました

欲張り猫

熊 豚の肉A 灰色の大熊が、森の水の下で、旨しさうな豚の肉を食べてゐ
ます

悪い狐

針鼠B 兎B 兎はもう力がつきて、倒れてしまひました。雄と雌の針鼠
は、この勝利の獲物を自分たちの巣のほうへ運んで行きま
して、いい御馳走にありつきました、とさ

小さな土産話 一
兎と針鼠

鷹C ヒヨックリ 「おや、あんな所に小さな奴が登って来てゐるぞ。どれ、暫
くこの山へ誰も登って来なかったので、お中が透いて溜ら
ん。一つ、あれを食べてやれ。」

がらすの山

兎B 七面鳥B そして「とんとことんとん、とんとんとん」のたんびに、
キュッ、キュッと、一ぴきつづ頸を引ッつかんでは、片端か
ら袋の中へねぢ込みました

七面鳥の踊

― ―100

北
海
道
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科

研
究
論
集

第
十
四
号



狼B 蜜蜂B 昨日の蜜蜂が、夜のうちに狼に食はれてしまったのです 大法螺

狼・番犬 羊A 「よし、では黙って見てゐてやるから羊を二三匹殺したら、
俺たちにも肉を分けておくれ」

鳥の言葉獣の言葉

娘 魚A 女の子はその魚をお料理にして、おいしいご馳走をこしら
へました

赤いか、青いか

ぶつぶつ屋 魚A お魚は、フライにしたのがあるし、干したのもあるし、焼い
たのも生干しのもあって、そのおいしいことと言つたらま
るで頰もぬけおちてしあひさうです

ぶつぶつ屋

猫・鸚鵡 魚の切れA 鸚鵡が来てもたった一ぱいの牛乳と、魚の切れをたった一
ときれしか出さないでそれを二人で食べようと言ふので
す。

おなかの皮

猫C 鸚鵡・お婆さん・
驢馬・馬方・王さ
ま・王妃・兵隊・
象・蟹

そして、その次には何十匹といふ象をも、又ペロペロペロペ
ロと、一匹も残さず全呑みにしてしまひました。

おなかの皮

狼B なまけものB 狼が、ウオウオと呻るのが聞えて来ました。なまけものは、
びっくりしました。ここで下手にのろのろしてゐてあの狼
に喰はれでもしたらおしまひだと

なまけもの

猫 仔羊・仔豚A 食べた 猫はおいしい肉を鼻の先にきたので、まづ仔羊か
ら一口食べてやらうと、穴から出ました。

棄てられた猫

猫・のら犬・狐 魚の腸A 「この冬にも、私が何も食べたものがなくて困ってゐますよ
きに、やうやう魚の腸を一ときれ拾って来て、木の下にかく
しておきますと、狐が出来来て、むりやりに取ってしまひま
した」と言ひました

悪狐

狐B 兎B 狐は兎がはじめてうたった歌がまづいと言って、咽へ食ひ
ついてゐるのでした。

悪狐

狼 魚A 狼はその魚を買って食べたいと思ひました 悪狐

狐B 野鳩の子供・蚯蚓
の子供B

野鳩が、「王さま、それは大うそでございます。狐は、私の
小さな子供を、九人まで取って食べました。みみづくの子供
も殺して食べました」

悪狐

猫 鼠A 「こちらの家の物置小屋の中には、鼠がどっさりゐるよ。丁
度入るのにいい穴があるから来て御覧。二三匹食べて、それ
から一しょにあっちへ廻ればいいぢやないか」と上手にだ
ましてつれて行きました

悪狐

狐 鶏A 食べた 狐は前の晩に、その穴から入りこんで、中に入れて
あった、一ばん肥った鶏を一羽とって食べたのです。

悪狐

獅子 水牛A 獲物 食べた 一匹の水牛が来て、沼の水をのんでゐまし
た。獅子は山をかけ下りて、水牛を嚙みころしてしまひまし
た。

鼻ッ張りの強い狼

狐 鶏A ［私は油揚げよりも、いっそのこと鶏を一羽食べたいんです
が、］と狐はいひました

雪のだるま

黒猫 魚の骨A 娘は鼠の代わりに、来る途で拾って来た魚の骨をやります
と、黒猫はそれを喜んで食べてから

優しい娘の話

親子の鷲 野兎・山鶏・蛇A 親子の鷲は、昼間捕へて来ておいた野兎だの山鶏たの蛇だ
のの肉をむさぼり食ってから

鷲と亀と禿頭

表Ⅱ

殺す側 殺される側 殺す場面 作品名

国王 求婚者C そんなわけで、来る人人が、一人ものこらず、みんな王さま
に切り殺されてしまひました

ぶくぶく長々火の目
小僧

お爺さん 鶏A （お爺さんは）大いそぎでその鶏の頭を割って見ますと、な
るほど、魔法つかひが言ったとほり、きれいな小さな石の玉
が出て来ました。

かじり大王

蟻 ほかの虫（蜘蛛）
A

それにまた大変に気の強い蟻で、ほかの虫を見つけると、す
ぐに嚙みついて殺してしまひました。蜘蛛にさへもずんず
ん手向って行きました

蟻と驢馬
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家来 蜘蛛A 家来はそれを見ると、ためしに、死の水を少しばかりその蜘
蛛へ振りかけて見ました。すると蜘蛛は忽ちころりと死ん
でしまって。

魔法の魚

王様 王様C 早速、役人をお召になり、これこれかういふわけだから、み
んなで己を斬り殺してくれとお言ひつけになりました。役
人たちは、さういふお言ひつけなので、仕方なしに王さまの
首を斬り落としました

魔法の魚

王子様 魔法使いB 実は、ワシリサ姫はあまり美しくて、悧巧すぎるといふの
で、まだほんの子供のころに、悪い女の魔法使ひにねたまれ
て、青蛙にされて居たのでした。それがこの時初めて皆にわ
かりました。勇ましいイワン王子は直ぐさまその魔法使を
探して征 をしました。

蛙の王女

鍛冶屋 犬A 恐ろしい犬が、宝物の張番をしてをりました。けれども、鍛
冶屋の槌の一打で、その犬は殺されてしまひました。

灰色の小人

召使 犬A 幸ひ犬がついて来ましたから、あれを殺して、心臓を切り
取って持って帰りませう

ボビノが王様になっ
た話

子豚 狼A すると、その真下の鍋の湯がもうぐらぐらに煮え立つてい
る中へ、どぶんと真つ逆さまに落ち込んで、「うわア熱い熱
い熱い。」ともがくうちに、体中は忽ち赤ただれになつて、
それなりに死んでしまいました。

三匹の子豚

ポリツシ 野猫A （ポリツシは）近所の森の中へ入って行って、大きな野猫を
捕へて、いきなりその爪を剥しました

がらすの山

ボリッシ 鷲B （ポリッシ）は今まで掴まへてゐた二本の足を横にさっと切
り払ひました。鷲は血の滴る足を震わせながら、二声三声悲
しさうに啼き立てたかと思ふと、やがてばたばたもがきな
がら、麓の方へ転げ落ちて行きました

がらすの山

若者 獣（牝鹿）A 獣さへ出て来たら、そいつを手斧で切り殺し、その皮を剥い
で袋をこしらへて、その中へ蜜を入れて、担いでかへらうと
思ったのです

大法螺

カリフ 大男B （カリフが）持って来た山羊の角で大男の横腹のあたりを位
一突きぐさと突き刺しました。大男は手足をもがきながら、
その儘苦しみ死に死んでしまひました

山羊の角

大羊飼 犬A （大羊飼は）すぐに、一ばん年を取った正直な老犬をのけて、
あとの犬をすっかり刀で切り殺してしまひました

鳥の言葉獣の言葉

狐 七面鳥・鶏A 狐はいきなり飛びかかって、その七面鳥や鶏を瞬く間に一
匹も残さず引き裂いてしまひました

あひる

蜂たち 王さまC 蜂たちはしまひには王さま一人を目の敵にして、ぶんぶん
刺し通しに刺しましたので王さまは、「ああ痛い痛い痛い、
痛い痛い痛い。」と狂人のやうに泣き狂ひながら、とうとう
外の往来へ飛び出してばったり倒れて死んでおしまひにな
りました

あひる

お爺さん 三人の悪者C お爺さんは、くるくるとかたく袋の口を縛っておいて、よ、
どつこいしょのしょ、ドブンと川の中へ落してしまひまし
た

大当てちがひ

獅子・猫 熊A 熊は忽ちどしんと木の上から転がりおちて、ううんと言ふ
なり動けなくなってしまひました

金の毬

男爵 悪い奴C おれはそいつの頸の上へどしんと飛び下りたので、その男
は頭の骨をへし折って、ううんと言ったきり死んでしまっ
た。併しよかったよ。そいつは大変な欲張りの悪い奴で、い
つも飼料を法外にたかく売りつけるので、ひどく人に憎ま
れてゐたのださうだ。だからおれが殺したってだれもぐず
ぐず言ふものはゐなかったよ

ある男爵のお話

王子 お婆さんB その家に出るときに、王子は毒をお菓子の中へいれて、台の
上へおいておきました。それから、お婆さんは王子たちが逃
げてしまったあとへ、のそのそかへって来ました。そして、
台の上にあるお菓子を食べて、そのはげしい毒にあたって
忽ち死んでしまひました

蟹の王子
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魔女 娘B 魔女はきらきら光る包丁をもって部屋に中にそって入って
来て、暗やみで寝間帽子を探り探り、十一人の兄弟達だと
思って、十一人の娘達の首をのこらず切って落してしまひ
ました

少年と魔女

王様 赤士爵C 王様はお喜びになって十一人の兄弟をゆるしていぢの悪い
赤士爵をその代りに死刑になさいました

少年と魔女

若もの 魔物B 若ものたちは舟の中でびくびくしてゐましたが、いかに魔
物でもこれだけの湖水の水が飲みつくせよう筈もありませ
ん。そううちにお腹がぼぼんと張りさけて、そのまま死んで
しまひました

骸骨の島

山羊飼 虎A （山羊飼は）鉄の棒をふりかざして、虎の頭をううんといふ
ほどたたきつけました。虎はその一とうちで殺されてしま
ひました

やんちや猿

ライオン 狐A （ライオンは）つかんでゐる狐の顔を、ぽんと、自分の前脚
へたたけつけました。

悪狐

悪魔 悪魔B （悪魔）互に魔法のありつたけを尽くして戦争しましたが、
いたづらに双方が怪我をしたり、死んだりするばかりで一
向勝負はつきません

悪魔の尾

殿様 床屋C 「はい……。恐れ入りますが、山羊の耳によく似たお耳でい
らつしゃいます。」と、揃いも揃つて答えたものでした。す
ると殿様は、その返事を待ちかまへてでもいたかのように、
「やッ!」という掛声と一しよに、その床屋を手討ちにして
しまはれるのでした。

山羊の耳

表Ⅲ

殺す側 殺される側 殺す場面 作品名

王様 王子 １王さまは、王子に向かって「では試に番をして見るがよか
らう。併し、もし、うっかり居眠りをして、王女を部屋から
逃がすと、早速お前たち四人の命取るが、それでもいいか。」
と念をお押しになりました
２王女はそれを聞いて、「では、きつと、お父さまの兵たい
があなた方を殺しにまいりましたのでございませう。私、い
いことがございます。一寸お待ち下さいまし。」と息を切ら
しながらかう言つて、王子たちに手を放して貰いました。

ぶくぶく長々火の目
小僧

王様 娘 （王様は）「さあ、おはじめ。いいか、明日の朝までにこの藁
をすっかり金の糸にして見せないと、お前の命はないぞ」
（怖い）

小人の謎

狼 兎 「お前は俺の言ふ事を聞かなかつたから、その罰に殺してや
る。併し、今日は俺も俺のお上さんも、御飯を食べたばかり
でお腹が一ぱいだし、それに餌食もまだ五日分位はあるか
ら、それの無くなるまで、お前はそこの藪の下で待つてゐる
のだ。その時になれば、勘弁してやるかも知れないよ。」／狼
はかう言つて笑ひました

正直もの

王さま 家来 １「お前だって、一と切れでも食べると、すぐに切り殺すぞ」
２「さあ、の縁まで、一ぱいつげ。よく気をつけて、あふれ
ないやうにつぐのだよ。一と雫でもこぼすと、命をとるぞ」
「さあ来い。首斬りの役人に引き渡すから、こっちへ来い」
「では、今鳥がはなしてゐた、あの金の髪の王女をさがし出
して、私のお嫁に貰って来い。さうすれば殺すのだけは許し
てやらう。それができないと言へば今すぐに切り殺してや
る」
３「あんなひどい罪を犯したからには、死刑はとても逃れら
れないが、その代りに死骸を鳥や獣に食はせるのだけはゆ
るしてやらう」とうとうその家来を斬り殺しておしまひに
なりました。

魔法の魚
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お父さん ボビノ 「あなたが悪いこともなさらねば、別に越度もありませんで
した。けれども何年も学問をなさいましたのに、動物の言葉
より外になんにも覚えていらっしやらなかったので、お父
様は気ちがひのやうにおこってお出でです。つまり、お父様
はあなたにもっと外のことを勉強して貰ひたかったので
す。あなたを殺したくなったといふのもさういふわけから
でせう」

ボビノが王様になっ
た話

王様 ヂオノ １王さまは、そんなわけで、もうあたり前の手ではその子を
奪ひ取ることができないものですから、とうとうしまひに
は、悪い計略をめぐらして、或一人の悪ものを雇って、その
赤ん坊を上手に盗み出してこッそりと殺して来いとお言ひ
つけになりました
２弟さまの王さまへあてたお手紙には、この使のものは甚
だよくない奴だから、そちら着くと、すぐに牢屋にいれて、
中でこっそり殺してしまつて下さいと、こんな無慈悲なこ
とを認めてお置きになりました
３「何だ、お前はこの王女を奪ひ取って、スペインの王位を
盗まうとした、極悪の大罪人ださうではないか。そんな奴が
王女を貰ぶどころか、これからすぐに切り殺してやる。こ
りゃ、ここへ来ておとなしく命をわたせ」

星の予言

王様（年をとっ
た家来）

レベッカ 裁判官は王女を最も重い刑にすることといひ渡しました。
最も重い刑といふのは磔にすることでした。

白い鳥の話

兄二人 頓助 この二人の兄が、頓助の油断を見計らって、夜更に頓助を海
に突き落としたのでした

頓助の物語

地主のお父さん ピイタア 「づうづうしいやつだ。おい、ジャック、お前すぐに行って
撃ち殺してこい。面は見たくない。死骸は棄てて、心臓を引
きずり出して持ってかへれ。犬に喰はしてしまふのだ」

三人兄弟

殿様 若もの 「頭をあげよ。」と、気短かな殿様は、もう刀の柄に手をかけ
ておつしやいました。「近頃、余のことを、あれこれと悪し
ざまに取り沙汰いたすものがあるがそれはお前の言ひふら
したことに相違あるまい。」

山羊の耳
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